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平成8年度

全国高等学校総合体育大会
高松宮・高松宮妃賜杯

全国高等学校バドミントン選手権大会
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平成8年 8月 1日 (木)～ 8月 6日 (火)
甲府市総合市民会館・山梨県小瀬スボーツ公園体育館

甲府市立甲府商業高等学校体育館・竜王町北部町民体育館

全国高等学校体育連里・1助日本バドミントン協会・山梨県・山梨県教育委員会・

甲府市。甲府市教育委員会・竜王町・竜王町教育委員会
文部省・1閉日本体育協会・NHK・ 1助山梨県体育協会・1助甲府市体育協会・竜工町体育協会
全国富等学校体育連盟バドミントン専門部・山梨県高等学校体育連盟・山梨県バドミントン協会
コカ・コーラボトラーズ
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高体連マーク

平成 8年度全国高校総体
シンボルマーク

大会スローガン

このマークは、全国高等学校体育連盟が発足して間もなく

作成されたもので、若人の力と技と明朗な精神を表徴するも
のである。

技術は力であり、進歩は技の錬磨にまつ、競技者はこれを
つつむに明朗な精神をもってせねばならない。

高体連のマークを構成している三つのKは、次のドイツ語
の頭文字をとったものである。

KRAFT(力 )KUNST(技 )KLARHEIT(明
朗な精神)を意味し、真紅の色彩は、「高い理想」と「希望
に燃える若人の情熱」を象徴するものである。

作者の意図

山梨県が、豊かな自然に恵まれた「山紫水明」の地である

ことを「富士山」と「流れるライン」で表現した。
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山梨県高等学校体育連盟

会長 宇 野 耕 二

「かけぬけろ夏 風をきれ 山梨で」の大会スローガンのもと、全国各地から若人
の精鋭を多数お迎えし、平成 8年度全国高等学校総合体育大会は、山梨県下24市町

村を会場に8月 1日 の総合開会式から始まり、 8月 24日 の登山競技を最後に各競技

に熱戦が繰り広げられ、深い感動と数多くの成果を残し、盛会のうちに無事終了する

ことができました。

これもひとえに、山梨県、山梨県教育委員会、会場地市町村をはじめ関係機関・

団体及び、県民の皆様のご指導とご支援、ご協力のたまものであり、心から感謝いた

しますとともに厚く御礼申し上げます。

本大会に参加された選手諸君も各地の代表として、 日ごろ培われた力と技とスポー

ツマン精神を存分に発揮し、さわやかな競技を展開してくれました。

そして、全国の仲間と交流を深め友情の輸を広げ、生涯忘れることのできない多く

の思い出をこの山梨の地に残されたことと思います。

また、全国から集う高校生の仲間を温かく迎え、友情を育み、思い出多い大会とす

るため、高等学校推進委員会を中心に高校生「一人一役」運動を推進し、総合開会式

から始まり、大会運営、競技運営に「高校生が主役である」を合言葉に、大会の成功

のために活躍していた皆さんの姿に多くの方々から賛辞をいただきました。

山梨県高体連といたしましても、この大会で得ました数々の貴重な体験をもとに、

21世紀を担う若人の健全な育成と高等学校体育・スポーツ活動の発展のために、一

層努力していく所存であります。

終わりに、本大会の開催にご尽力いただきました関係の皆様に、重ねて厚く御礼申

し上げますとともに、今後とも一層のご指導、ご支援をお願いし、ごあいさつといた

します。
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甲府市実行委員会会長

甲府市長 山 本 栄 彦

「かけぬけろ 夏 風をきれ 山梨で」の大会スローガンのもと全国各地から多数
の選手・監督、役員の皆様方をお迎えし、高校生最大のスポーツの祭典であります平

成 8年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技も幾多の成果と熱い感動を残し

成功裡に終了することが出来ました。これもひとえに関係各位の御理解と御協力の賜

物と深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

また、大会の陰となり「一人一役」運動のもと、その真摯な努力により、大会運営

を支えていただいた高校生の皆さんにも心から賛辞を送りたいと存じます。

さて、本市におきましては 11競技 14種日と多くの種目が開催されましたが、幸

いにも天候に恵まれて、競技は順調に進行し、若さ溢れるはつらつとしたプレーを随

所に見せて頂き、本当にありがとうございました。全国から参加された選手の皆さん

は甲府盆地特有の暑さにご苦労されたことと思いますが、お互いの友情を深められ、

さらには地元の人たちとの温かい交流を胸に、「山の都」甲府の自然や歴史、文化な

どにもふれられ生涯忘れることの出来ない青春の思い出を残すことができたものと思

います。

選手の皆様には、さらに腕を磨かれてバドミントン競技の発展と普及に御貢献され

ますようご期待申し上げます。

このたび本大会に参加された選手の熱戦の軌跡と関係者の活動の姿を末永く記録に

残し、バドミントン競技記録報告書を刊行いたしましたのでご高覧いただければ幸い

に存じます。

終わりに、連日にわたり多大なる御支援と御協力を賜りました関係の皆様方に哀心

よりお礼を申し上げますとともに、益々の御発展を祈念しましてあいさつといたしま

す。
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竜王町実行委員会会長

竜王町長 藤 巻 義 暦

全国各地より多数の選手、監督の皆様をお迎えして、甲府市並びに竜王町で開催さ

れた、平成 8年度全国高等学校総合体育大会、高松官 。高松官妃賜杯第47回全国高

等学校バドミントン選手権大会は、輝かしい成果と感動を残し、成功裡のうちに無事

終了いたしました。

役員の皆様をはじめ、関係機関、団体、町民の皆様の絶大なるご支援とご協力によ

り、本大会が成功いたしましたことを心より感謝申し上げます。

「かけぬけろ 夏 風をきれ 山梨で」をスローガンに開催された本大会において、

選手のみなさんが「力」と「技」と「明朗な精神」を存分に発揮し展開された熱戦は、

連日の猛暑を吹き飛ばす素晴らしい内容であり、高校生最大のスポーツの祭典にふさ

わしいものでありました。

また、選手以外の地元高校生が、一人一役を合言葉に様々な活動をとおして大会を

支え、盛り上げてくれましたことは、選手と同様に素晴らしい思い出となり、一人ひ

とりの記憶の中に末永く留まることと思います。

「水と緑の町」ここ竜王町は、今年町制施行40周年にあたり、その記念すべき年

に本大会を成し遂げたことは、本町のスポーツ振興、発展の大きな原動力になるもの

と確信しております。

終わりに、関係者の皆様のご健勝と今後のご活躍を祈念いたしますとともに、これ

までのお力添えに対しかさねてお礼を申し上げあいさつといたします。
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大会 備

組合せ抽選会議 大世古全国高体連部長あいきつ 組合せ抽選会議

ロ

会前の市内清掃奉仕活動 プランター定植 甲府湯田

競技補助員講習会 (甲府―高) 詰 め 甲府西

● 組合せ抽選会議^
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開会宣言

山梨県高等学校体育連盟

バドミントン専門部長 望 月  明

大会委員長あいさつ
全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部長 大世古 吉弘

大会会長あいさつ
財団法人日本バドミントン協会

副会長 綿 貫 民 輔

歓迎のことば
甲府市長

山 本 栄 彦

式典演奏 (東海大甲府高 )

激励のことば
山梨県バ ドミントン協会会長

原  二 三 雄

歓迎のことは
駿台甲府高等学校

田 中 美1樹
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写真提供 大阪フォトサービス通販

選手宣誓 (平田・深沢 )

優勝杯返還

バ ドミン トン か ら(財)B
甲府市長・竜王町長へ感謝状授与

韓国 (忠清北道)′｀ドミントン選手団来県
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おめでとう
男子学校対抗戦 初優勝 八代東高 (熊本 )

V

女

子

ル
ス

イ曇
勝

女子学校対抗戦 初優勝 埼玉栄高 (埼玉 )

男子ダブルス優勝 大束・木下組 (熊本・八代東)

杉
浦

・
永
峰
組

（熊
本

・
熊
本
信
愛
女
学
院
）

女
子
シ
ン
ク
ル
ス
優
勝
　
閻
　
敏
螂
選
手

（富
山

■
局
岡
女
子
）

Ⅲ I

.せ _ヽ.

,、
t,■ ■`:■

�
型
』
ｕ
ｒ岬

“
Y 出
甲
ゝ
、一
■１１

ガ

―
　
・′
　
・
　

ヽ

島
郷
一

^燿
玉棠
=校嗜玉県

ｒ
　

　

ド
ト

颯
】幅

麟
瑚

巧
l

0

●

，、‘

′
―
●
．　
・
，
Ｊ

，′　
、ヽ
へ
鴻

ぬｗ二
ｒ
、

―ド
、
さ

Ｌ

， 　

　

　

　

，

疑
一

“
´一

男子シングルス優勝 舛田圭太選手 (石川・金沢市立工業) 写真提供 バ ドミントンマガジン
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大  会  日 程

種 別 月 日 内 容 場 所 開始時刻

7月∞日(火 ) 常 任 委 員 会 湯 村 ホ テ ル 18:00

専門部長・委員長会議 甲府市総合市民会館会議室 10:∞

監 督 会 議 13:∞

会 議

7月 31日 (水 )

審 判 会 議 甲府市総合市民会館会議室

開会式 8月 1日 (木 ) パ ドミントン競技開会式 甲 府 市 総 合 市 民 会 館 15:∞

競 技

学 校 対 抗

1回 戦 ～ 3回 戦

【男子】__総
合市民会

=百話
回
11;公■体市鮨

理墓ぷ葬轟
9:00

競 技

表 彰

8月 3日 (上 )

学 校 対 抗

準 々決 勝 ～ 決 勝

表 彰 式

【男女】
甲府 市総 合 市 民 会館 9:00

個 人 対 抗 ダ ブル ス

1回 戦 ～ 準 々 決 勝

【女子】
甲府市総合 市民会館
竜王町北部町民体育館
【男子】
小瀬スポーツ公園体育館

8月 4日〈日) 9:00

【女子】
甲府市総合 市民会館
竜王町北部町民体育館
【男子】
小瀬スポーツ公園体育館

,兄 技

9:{〕0

個 人対抗 シ ングル ス

1回 戦 ～準 々決勝
8月 5日 (月 )

閉会式

技

彰

競

表

個 人 対 抗 ダ ブル ス

シ ン グ ル ス

準 決 勝 ～ 決 勝

表 彰 式
バドミントン謝 好1最負式

【男女】
甲府市総合市民会館 9:00
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日

会

式

開 会 式 実 施 要 項
平成 8年 8月 1日 (木)15:∞～
甲府市総合市民会館

領

入場行進選手は、賜杯返還者及び学校対抗に出場する学校のキャプテンとする。
入場行進選手は、13:30から受付を行い、14:15ま でに完了する。
入場行進選手は、14:0までに選手集合所 (芸術ホール)の所定の席に着席する。
宣誓者は、壇上に登り宣誓する。

監督・選手等の荷物は、各学校で管理すること。
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要
①
②
③
④

⑤

′
４

NQ
I寺   亥」
(所要時間 :分 )

登 壇 者次   第 備  考

来賓 。大会役員着席

15:01〈 14)

選 =`=
τ

つ

４

3

４

●

着 席

15:00(1)1開 式 通 告

キ ャ ブ テ選 手 代 表 入 場 各 校 ン 行進曲

14:(X卜 14:50

14:55

BGM

フアンフアー レ

＾
０

大 会 副 委 員 長 |フ アンファーレ
く
υ 開 △

ム 占日
一

国 旗 掲 揚

15:15(1)

15:16(2)

大 会 委 員 長15:18(10) 優勝杯・優勝旗返還
７

‐ 得賞歌

Ｏ

υ

10

△
バ

15:34(3)1歓 辺のことば (I)

△
アヽ 長

会 委 員 長

甲   府   市   長

大 会 委 員長 挨 拶 大

大 会 会 長 挨 拶 大

15:28(3)

15:31(3)

生 徒 代 表11

13

12

15:37(3)

15:43(2)

15:40(3)

歓迎のことば (II)

激 励 の こ と ば 山梨県バ ドミントン協会会長

10年連続出場校表彰 1大  会  委  員  長

15

16

14 115:45(5)

選 手 宣 誓

閉 式 通 告

(財)日本バ ドミントン協会

115:55 (1)

大会 委 員長・選 手 代 表

感謝状・顕讃賞贈呈15:50(5)

フアンフアー レ

15:56 監 督 ・選 手 退 場 BGM
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１
■

つ
る

Ｏ
υ

準備完了確認

|

|
国 歌

|

|

０
０



１
■

ソ^
“
う
０

学校 対抗 表 彰 式実施 要項
平成 8年 8月 3日 (上 )競 技終了後 (16:30～予定 )
甲府 市 総 合 市 民 会 館

・表彰はすべてフロアーで行う。
・優勝校・準優勝校の表彰は、男女同時に行う (第 3位校の表彰は、 4校 ||]時に行う)。

個人対抗表彰式・閉会式実施要項
平成 8年 8月 6日 (火 )競技終了後 (13:30～ 予定 )
甲府 市 総 合 市 民 会 館

日
場

第次

期

会

式

V

１

２

３

日

場

第次

期

会

式

恥

日寺  亥」

(所要時間 :分 )
次   第 登 壇 者 備  考

1 116:20 .来賓・大会役員着席
|

フアンフアーレ

3 16:31(2) 監 督 ・ 選 手 入 場 行進曲

4 116:33〈 2)1成 績 発 表 競 技 委 員 長

5 116:35(15)1表 彰 授 与 者 1得賞歌

|二
6:50(1)1閉 式  通  告 フアンフアーレ

7 16:51(2) 監 督 。選 手 退 場 行進曲

1寺   亥」

(所要時間 :分 )
|

N(1 登 壇 者次   第 備  考

得賞歌

技

Ｌ

〕 表

委

与

長

■た
IEl

″彰

●
口
几

授

来賓・大会役員着席

フアンファー レ

行進曲

13

13

13

35(15)

30(1)

33(2)

31(2)

113

開 式 通 告

成 績 発 表

選 手 入 場

ｎ
一） 大会委員長あいさつ13 50(3) 大 会 委 員 長
ワ
ー

国 歌
Ｏ
Ｏ 13:54(1)1閉 会 宣 言]天

~会
副 委 員 長 フアンフアー レ

113 :55(1)1閉 式 通 告9

13:56 選 手 退 場 行進曲

・表彰は、すべてフロアーで行う。

-14-

2116:30(1).開 式 通 告
|

6

t lts,zo
2

つ
、）

メ
４

13:53(1)1国 旗 降 納



学校対抗

女   子

個人対抗

女 子 複

齋見技 [[日 順 位 被 表 彰 者 (校 )名 都道府県名

八代東高等学校

つ

４ L尾高等学校学校対抗

男  子
つ
υ

札幌第一高等学校

常総学院高等学校

南

茨 城  県

レ
し 海 道

埼 玉 県埼玉栄高等学校

，

４ 石 り|1 県

県

県

本

岡

熊

福

０
０

熊本信愛女学院高等学校

精華女子高等学校

熊 本 県大束 忠司 。木下 伸介 〈八代東高等学校 )

福 島 県沈  逸文・竹俣 洋平 く尚志高等学校 )０
乙

県

県

賀

城

滋

茨

杉島

尾形

学 。川ロ

悟史 。藤田

馨士

真人

〈比叡山延暦寺学園高等学校 )

〈常総学院高等学校 )

個人対抗

男 子 複
０
０

熊 本 県杉浦 美幸 。永峰 弘子 〈熊本信愛女学院高等学校 )

――
カ

司福古谷 充峰 。森 かおり (九州国際大学付属高等学校 )，

ヽ

イf  り||  りit

大 分 県
う
０

堀

三宅

哲子 。奥村 亜紀代

直子・島田 麻子
〈金沢向陽高等学校 )

く大分女子高等学校 )

ィi  りII  り:t舛田 t太  〈金沢市立工業高等学校 )

ｎ
乙 大束 忠司 (八代東高等学校 )

賀

馬

滋

群

川日

清水

馨士

裕

、ノ

個人対抗

男 子 単
０
０

官 lll りit1閻  敏那  く高岡久 r高等学校 )

II I司  りit森 かおり (九州国際大学付属高等学校 )つ

４

熊 本 県
」ヒ」ヒ海 道

０
０

永峰

岩松

弘子 〈熊本信愛女学院高等学校 )
絵理子 〈旭川実業高等学校 )

個人対抗

女 子 単

-15-

競技成績一覧表

熊 本 県

埼 玉 県

金沢向陽高等学校

熊 本 県

(延暦寺学園比叡山高等学校 )

(前橋束高等学校 )



男 ‐子 学 校 対 ま売]糸:且 合 t士 1理豊

上    尾

西  乙  訓

祇  園 北

岡 崎 城 西

現    浦

弘 前 工 業

高 岡 第 一

倉 敷 工 業

南 風 原

新    田

岡 谷 工 業

星    林

甲 府 商 業

延暦寺学園比叡山

西武台千葉

境 港 工 業

帝 京 安 積

九州国際大学付属

沼 津 学 園

旭 川 実 業

日本大学山形

足    羽

唐 津 工 業

高 知  西

常 総 学 院

(埼

〈京

(広

(愛

(長

〈青

(富

(岡

(沖

(愛

(長

(和 歌

(山

(滋

玉)1

部)2

島)3

知)4

崎)5

森)6

山)7

山)8

縄)9

媛)10

野)11

山)12

梨)13

賀)14.

③

③ ◎

③

47

◎ ③

② ③

26関 東 第 一

27北    越

28前    沢

29鹿 児 島商業

∞松  江 西

(東  京)

(新  渇)

(岩  手)

(鹿 児島)

(島  根)

1

2

3

4

5

6

7

8

18

③

◎

③

19

②

③

20

③

①
21

③

◎

◎

③
田

③

②

③

26

①
27

◎

③

10

11

③

◎

◎

　

創

　

◎

③

　

　

③

◎

　

“

　

◎

②
・　

∞

　

◎

◎

③

22

(千  葉)15

(鳥  取)16

(福  島)17

(福  岡)18

(静  岡)19

(北北海道)20
24

(山  形)21-¬ ◎

34日    向

%岐 早 商 業

“

カロ 古 川1 北

認札 幌 第 一

38八  代 東

"添
   上

“

徳 島 商 業

41川崎総合科学

42野 田 学 園

螂宮城県工業

“

日   川

45横 手 工 業

(大  阪)・

(香  川)ψ

(群  馬)

(宮  崎)

(岐  阜)

(兵  庫)

(南北海道)

(熊  本)

(奈  良)

(徳  島)

(神 奈川)

(山  臥″

(宮  城)・

(山  梨)

(秋  田)

(大  分)

(三  重)

(栃  木)

(石  川)

塑

　

◎

③

“

　

◎

③

①

③

優
勝

八
代
東
高
等
学
校
（熊
本
）
①

48

③

◎

③

　

③

◎

　

“

　

◎

③

③

③

　

③

28

③
◎

　

“

　

◎

③

　

③

◎

　

③^

①

２９

∞

◎

③

13

14

15

◎

　

“

　

③

４５

　

◎

◎

　

爛

　

◎

①

　

①

③③

③

◎

③

◎
31

②
舵

◎

(福  井)四

(佐  賀)"

(高  知)24

(茨  城)あ

37

③

41

◎

③    ②

16

③

“

日 田 林 工

″   暁③
17

①

“

48宇 都 宮 南

③

9

25

-16-

49金沢市立工業

31大 阪 学 芸

舵高 松 商 業

“

前 橋  東
12

◎



ゴて ‐ヨ=弓
=本
交 文寸ま売 糸:且 全́)式士 1蒙更

高 岡 女 子

都城聖ドミニコ学園

^柳 井 工 業

城    東

大 山 工 業

那   賀
・ 東海大学甲府

、″滋 賀 女 子

山形城北女子

西武台千葉

松    代

富 土 宮 東

熊本信愛女学院

佐 賀 女 子

新 渇 青 陵

鈴 峯 女 子

四条畷学園

ノヽ 都 宮 南

‐旭 川 実 業

香 川 中 央

岐 阜 商 業

鶴 鳴 女 子

弘前学院聖愛

大    東

埼  玉  栄

(富  山)1

(宮  崎)2

(山  口)3

(徳  島)4

(秋  田)5

(和 歌山)6

(山  梨)7

(滋  賀)8

(山  形)9

(千  葉)10

(長  野)11

(静  岡)12

(熙  本)13

(佐  賀)14

(新  潟)15

(広  島)16

(大  阪)17

(栃  木)18

(」ロヒ海道)19

(香  川)20

(岐  阜)21

(長  崎)2

(青  森)"

(島  根)Z

(埼  玉)25

18

③
26

①

③

37 ③

③

③ ①

③ ①

“

47

◎ ◎

③ ③

26精 華 女 子

ν足    羽

28北鎌倉女子学園

"園
田 学 園

30常 総 学 院

31愛 知 淑 徳

2山 陽 女 子

“

高 田 商 業

34昭 和 女 子

“

日本橋女学館

36清 和 女 子

釘 聖ウルスラ学院

38甲 府 商 業

39帝 京 安 積

40米  子 西

41暁

2南  風  原

盤 札

(福  岡)

(福  井)

(神 奈川)

(兵  庫)

(茨  城)

③

①

　

田
　

③

③③

◎

　

“

　

③

◎

　

駈

　

◎

０
）

３６

　

◎

③

　

③

2

3

4

7

8

◎
19

◎

①
27

①

　

③

２０

◎

③

　

◎

∩
〉
２１

②

　

②

③

　

３９
　

③

②

　

③

①
）

“

　

◎

③

①

①

優
勝

埼
玉
栄
高
等
学
校
（埼
玉
）

48

◎
盤

　

（②
）

③

①

②

③

　

②

③

③

28

◎

③

③

◎

29

∞

③

◎

10

11

12

③

① 44新

“

鹿

16

幌 静 修

居 浜 西

児島女子

乙  訓

巻 農 業

橋  東

沢 向 陽

(愛  知)

(岡  山)

(奈  良)

(大  分)

(東  京)

(高  知)

(宮  城)

(山  梨)

(福  島)

(鳥  取)

(二  重)

(沖  縄)

(南北海道)

(愛  媛)

(鹿 児島)

(京  都)

(岩  手)

(群  馬)

(石  川)

13

滋

③

◎

　

③

③

③

③

①

◎

③

２

③

①

③

14

15

◎

％

③
）

鵜

　

◎

③

　

“

　

◎

◎

31

①

◎

４ｌ

　

①

“

西

47花

17

侶 前

③

9
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③

“ 49金

◎

1

44

◎

◎

田



男子 個 人 対 抗 ダ ブ ル ス組 合 せ表

50尾形 悟史

51竹森 敦史
②

◎

①

②

印
肝
期
健
軸
鹸
賜
鰐
評
題
に
■
け
離
真
獣

棘
部
軸
胡
南
帖
鯨
輌
絣
頌
晰
莉
麻
細
勢
麒

優
勝

大
東

。
木
下
（
八
代
東
高
等
学
校
）
②

②

①

◎

①

②

木下 伸介(m ホ・八 代 東)1
西原  ,(■ 嬌・新  田)2
菫下 寛之(新 潟・北  越)3
日野原幸次(山 梨・日  '1)4
円間 寛幸(和歌山・新  官)5
米,11 真可(山 口・柳井工彙)6
高精伸太郎(宮 城・宮1l11)7
田中  摯(■ 山・高岡第一)3
小谷  用(凛児島・lI"11)9
早′|1  晃(彙 知・岡崎城西)10

山本 雄也(広 島・安
=北
)11

小薇 宰治(福 島・会津工葉)12
小島 祐造(茨 城・常お争院)13
久保 直輝(薔 り‖・高松商業)14
中野 智之(長 野・日谷工彙)15
林田奎志男(長 崎・11111)16

“
◎

②

②

◎

67 2

◎

9 ◎
0
②

②
83

②

①
◎

◎

②
39
0
◎

②
69

②

n ①
0
&

②
0

①

m
0
◎

②
②

0
②

86

55桑原

“

住家

57松ロ

58詠

59清水

60井本

61佐藤

62長田

63自旗

“

金城

65関

66杉原

67森山

68音堂

69西川

"吉
仲

71平嶋

認 菊地

73平野

74福室

る 加●

76小日

7'山内

０

“

①

②

18

0 52岡村 康弘

53森本 兼行
19

9
“

赤石 幸信・及川 耕平(岩 手・自岡第四)

藤口 真人(茨 城・常総学院)
武田倍―郎(福 岡・M口汰

"1)柴田 匡史(岡 山・倉敷工豪)
辻  正和(滋 ■‐層競申●1)

大格 純―(新 潟・北  越)
我姜 克彦(宮 城■11工 3)

屋関  兌(岐 阜・崚阜商彙).
椰集 ●憲(高 知・■ 知 西)

鈴木祐―郎(群 属・前襦 東)
山口 ,0旭 (佐 ■・着津工彙)
鈴木慎太郎(1日し海道・

“

‖実1)

秋山慎―

"(山

 梨・甲府南彙)
村上 鷲也(彙 崚・

`El工

°`

伊● 圭彦(沖 縄・糸  ｀ ′
小玉  亘(長 野・中野実彙)
馬口 佳0(兵 庫・

"古
川北)

"増
 =介(島 根・松 江 西)
新野尾 鮨(熊 本・麻帽

"鶴
)

木内 勇介(福 丼・足  羽)
川前 大●(奈 良・―  条).
川村 幸司(東 京・腱東

"―
)

石沢 友秀(山 形・51大 ,山形)
山本 悠次(三 菫・ 暁 )
川崎  腱(埼 玉・■  月)
川口 英
=(■
 森・弘前工彙)

橋本 洋人(大 分・僣颯科学)
伊薔 澤二(千 葉・●央幸院)
岩● 俊幸〈和歌山・3  賀)
寺崎 籠典(鳥 取・ 境 )
渡辺 真(静 岡掟韓字口)
●原 秀文(栃 木・宇

“

宮南)

架● 違哉(雀 島・律島´｀`

刀浴  醸■悦島・11ふ■″
日本 和見(広 島・安芸府中)
洒井 忠相(石 ′|■訳

'i工

1)

福川 和他(大 阪・大阪学芸)
瀬川  真(長 崎・■  浦)
今市  嗜ズ
= 
山・口岡第一)

真下 裕司(棒奈川・111合 19)
山下 禍議κ秋 田・検手工彙)
機  智紀(香 ′‖・尽誡学日)
佐● 弘燿(南北海道・143-)

3須 信
=(京
 都・西城 日)

佐薔 圭―〈愛 知・口崎環西)

●田 純也(宮 崎・宮崎工■)
落合 光
"K山
 梨・11大 ,,1)

中原 利通(山 口・山  口)
竹俣 洋平(福 島・尚  志)
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山口 ,1之 ・佐● 友産(東 京・関東第一)17
可兄 裕也・こ口原英樹(岐 阜・岐阜商業)18
宇治 克樹‐ 甲林 成紀(大 阪・大阪桐蔭)19
熟口 尚彦・杉口  譲(神奈川・漱n大 ,11)"
松尾 =二・ 細川 和志(兵 庫・東

'●

磨)21

城間 右■・山口 史洋(沖 縄・南 風 原)2
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即
議
艤
榊
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鶴
鯨
車
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細
期

・齋尾憲太郎(鳥 取・由良育英)お
・大菫清之介(山 形・

“

口工業)2
・三上 裕司(直北海道・111-)る
・田中 睾仁(山 梨・甲府商彙)あ
・福地 雷也(篠 島・小松 島)″
・九― ■太(luし海道・亀1:11)"
・梶谷 ■日(島 根松 江 酌

"・斉薔 祐也(秋 田・検手工彙)∞
・山崎 俊和(大 分・B田淋工)31
・池内 一隆(三 菫・伊勢工葉)32
・福本 キ史(奈 良・豪貪大手付日)33
・岡田  澤(福 岡・M鳳焙■)3
・■層 幸政(群 馬・前構 東)35
・高格  至(岩 手・花巻農彙)“
・茶谷 徳靖(石 ′lltR市立工1)"
・塚田腱太郎(岡 山・倉敷工業)“
・縁日 志円(京 都‐西 乙訓)"
・田部丼 売(千 葉・適13千 1)0
・日本 秦成(仁 贅・唐津工彙)41
・毎日 和樹(埼 玉・■  ■)0
・清藤 伸治(■ 森・弘前工彙)“
・古井 太―(商 知・高知学芸)“
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◎
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岡・沼津学日)46
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海道

富田

上野

川上
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浩司・佐斎

健太・石川

友義・三谷
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女子 個 人対抗 ダブルス組合 せ表
幸

藍

彙

紀

Ｉ

薇

美
　
　
　
　
亜

由

薇

浦

崎

村

田

村

杉

須

今

松

鋲

張

永

“

弘子(熙 本■■漱霧)1
西  洋子(和歌山・新  宮)2
佐野 奈美(山 梨・甲府南彙)3
-色 祐美(彙 饉・新居浜西)4
川島重紀子(彙 知・彙知滋億)5
円谷 知香(福 島・尚  志)6
小日 真澄(岡 山・山口女子)7
衡永 饉子(埼 玉・埼 玉朱)8
長木優榮幸(鳥 取・米 子北)9
桑畑  ■(宮崎

`に
ド コヽ■)10

柳澤 千●(長 野・松  代)11
古■ 佳7●瞭 川蜀 好■)12

山り内正美(富 城・妙
"ラ
霊)13

高水由佳理(薔 ,1‐香川中央)14

薔田 千縦(新 潟・新潟青餃)16
松山可奈子(佐 賀・佐賀女子)16
■瀬 麻薔(栃 木・宇都宮南)17
神田真理子(山 形・米沢工彙)18
大山 青興(兵 "・ ロロ学口)19
北山 朝子(三 菫・ 暁 )"
I永真紀子(東 京‐日林

"ク

E)21

■丼 =菜 (奈 良・澪  上)2
原口加奈子(福 岡・精率女子)●
泉  綸英(■ 山・高口女子)2
■崎 沙綸(1比融 ■H無 )25

菫月 紀子(山 梨・甲府商彙)お
古田 秋子(秋 田・新  屋)″
徳村  明(沖 縄・糸  満)28
青見 真紀(山 口・柳井工業)"
杉本とも子(福 井・足  羽)∞
日本重耶子(徳 島・■  東)31
●丼重希実(南北海道‐1颯||)2
3山 ゆみ(岩 手・花巻晨彙)“
森  由樹(滋 賀・滋賀女子)34
斉● 友英(群 馬・前橋 東)35
末

“

唸子(大 分・昭和女子)“

河島さや■(静 岡・富士宮東)"
枡本  彙(広 島・

"“
女子)“

民n美佳子(茨 城・常お学院)"
内山 尚子(京 都・西 乙割)0
渡辺 千寛(高 知・澪和女子)41
大田 奈綸(■ 崎‐

“

嗚女子)2
竹本 由弥(■ 森・千葉学日)43
平泉 奈美(千 葉洒11千 1)“

Ю 伴  宏美
51石崎恵電子

52須田 子恵

“

食― 英穂
54西根絵里子

二瓶志津香(南北海道・札口||)

薔原 弘子(岩 手・花巻農彙)

長山 裕美(椰 木・小山城南)

朝稲 昌子(利歌山・那  賀)

中村真由美(鳥 取・鳥 取 西)
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・島口 麻子(大 分・大分女子)
・田中 裕子(岐 阜・岐阜薔彙)
・日畑 七菫(亀兄島・1兄

`彙

7)

・■  育葉(徳 島・■  東)
・■村  泉(広 島■

“

―好醸)

‐古賛 昌子(補薇川・21會女1,日 )
・ 燿山 息子(新 潟・新潟青餃)
・望月 沙織(山 梨・甲府商業)
・藤原重紀子(秋 田・大由工■)
・濱砂 早首(宮崎」ロドミニ

"口

)

・田井 美幸(石 jl・金沢耐 )

・石森真由子(兵 庫・
'り

|1学院)

・河郎 由紀(山 口・柳井工彙)
・近菫 明子(愛 崚・新居浜西)
・ 西島富士子(静 岡・富士宮東)
・ 須 木々志帆(東 京・3ネ 1女 |“ )
・鈴木 麻利(山 形・山影ut女子)

宮ヽ城 千忠(沖 縄・南 風 原)

・森木 仁美(滋 賀・滋賀女子)

・西城真理子(宮 城■ウルスラ霊 )

・ 1澪生小百里(佐 費・佐賀女子)
・尾後 静香(大 阪・晴

"日
)

・′」ヽ日切理恵(山 梨・11大 ,甲書)
・●田知恵子(長 野・須  坂)
‐山菫 直美(1比海道・燿,I来 1)
・ ―浦 千春(富 山・■山商■)
・渡邊 靖子(茨 城・■浦第二)
・ 村崎加奈子(熊 本・菫相鮨♀筐)
・木村 千秋(青 森・鯖費11)

・ 田島佳代子(■ 知・■知淑徳)

・佐薔 行代(書 り||・薔
'‖

中央)

・森 かおり(相員・九
"口

朦大学11)

・南  祐子(京 都・成安女子)
・福田未知留(高 知・濤和女子)

・辻日 稀子(群 馬・前橋 東)

・■畑 憲子(祖 島・帝京安■)
・ 日司 良子(目 山・山口女子)
・中尾 紀子(奈 良・―  条)
・田口 千恵(福 丼・足  羽)
・小柳奈津子(千 葉・千葉敬彙)

・峙野美由紀(3根・大 東)
・ 渡■ 手子(三 ■・ 暁 )
・山川いづみ(長 崎・●●女子)
・岩脇  史(埼 玉・埼 玉 朱)
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古田奈々子

入工 英保
西ホ ロ子
大中 央歩
山本 詢子
常世 奈奈

戸田 智子
玉城 抄子

出永 千景
洒井美智子

高丼 裕美
吉岡 知番
斉薔 寛子
川上 ふみ
石黒 広子
大下佳奈恵
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野津由着子・中村重由美(島 根・松 工 西)“
福永 略糠・岡実 理恵(岐 阜・岐阜商業)イ
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男子個 人 対 抗 シ ング ル ス組 合 せ表

口

澪

日

本

嶋

康

川

俣

川

川

沢

丼

垣

口

滲

辺

原

津

治

島

●

谷

水

川

保

田

綺

遺

葉

川

野

舛

川

長

杉

三

薔

来

竹

石

古

小

今

稲

山

田

渡

菅

野

宇

大

加

小

清

薔

久

平

守

川

僣

西

矢

圭 太(石 ,‖・金沢市立工彙)
潤(佐 賀・唐 津 工 葉)

誠(山 梨・甲 府 商 業)

和 也(高 知・嵩知東工彙 )

康 郎(奈 ■・澤    ■)
秀 文(嬌 木・宇 椰 宮 南)

真 司(山 口・柳 井 工 彙)

洋 平(福 島・尚   志)
兼 司(壺 知・大    府)
裕 輔(京 都・洛   水)
秀 郎(群 層・蘭 橋  東)
彙 幸(長 野・長 野 菫 彙)

寿 ―(福 岡・11共 ,大学All)
,1 之(東 京・関 東 第 一)
亮(■ 崎・■ 崎  北 )
真(静 岡・沼 津 学 日)

真 司(岩 手・花 を ■ 彙)

良 司(島 根・松  江 北)
克 樹(大 阪・大 阪 輌 蔭)

健 史(南北海着・札 幌第一)
座 広(■ 森・弘 前 工 彙)

●(島児島・鷹児島饉彙)

隆 志(■ 山・高 同 工 芸)

祐 ―(千 葉・千 葉 改 2)

● ■(香 川・高 松 商 業 )

痣(山 梨・甲 府 間 彙)

● 来(■ 取・ ■   )
■(秋 田・口 争 日 )
洋一部(宮 崎・日    向)
雅 典(福 井・足   羽)
秀 和崚 藤 新 居 浜 西)

麟(大 分・日 田 林 工)´

智 治(静 岡・沼 津 学 口 )

右 ■(沖 ■・南  鷹  原 )
慎 ―(京 都・西  城  日 )

健 大(栃 木・宇 都 官 南)・

久 徳(秋 田薇 手 工 彙 )

驚 信(香 川塙 松 商 彙 )

経 久(山 口・山     口)
大 ●(北北海道・た

"|工
彙｀

康 彦(■ 知・岡 崎 城 へ.′
慎―朗(山 梨・甲 府 商 ■ )
賢 ―(佐 賀・嬉 野 南 彙 )

尚 幸(福 井‐金    津)
元 気(福 岡・川 日1埒付1)

智 晃(岩 手・前   沢)
寛 幸(和歌山・新    宮)
悟(■ 猥・新居浜工彙)

巧(長 野・中 野 実 彙)

裕(群 澪・前 橋  東)
裕 司(南北海道・札 幌第 一)
佳 尋(兵 声・加 古 り11北 )
雅 彦(新 潟・1ヒ    赳)
絆 平(童児島・

=児
島商彙)

公 彦(埼 玉・越 谷  南)
祐 介(宮 ■・宮城県工彙)

鉄 兵(高 知・高  知  西)
和 彦(滋 賀・妊1寺 ,日 比1山 )

渉(島 根・松  ユ  "｀
腱 太(長 崎・佐世保工‐
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女 子 個 人 対 抗 シ ング ル ス組 合 せ表

張

板

岩

須

松

山

燿

今

高

平

大

高

勝

二

ヽ

V

々

飯

岸

永

平

尾

入

新

安

枡

斉

佐

勝

金

田

西

田

新

一

薇 薇 (福 島・尚   志 )

持 裕 子 (島 根。大    東 )

崎 友理子(山 梨・甲 府 間 葉 )

=(和
歌山・新    宮)

衣(福 岡・清 華 女 子)

子(静 岡・富 士 宮 東)

子(新 潟・新 潟 青 陵)

静(群 島・前 精  東)
美(佐 賀・佐 賀 女 子)

保(長 野・赤   凛)
歩(愛 嬌・新 居 浜 西)

紀(山 形・米 沢 工 茉)

絵(滋 賀■■寺,日 比11)

香(南北海遭・札 颯静修 )

奈(東 京・日本格女学館)
舞(■ 森・千 葉 学 日)

紀(三 ■・松   阪)
枝(福 丼・足   羽)
子臨 本・1増 1女 舞 )
美(千 葉・西武台千葉 )

子(長 崎・● 鳴 女 子)

保(兵 庫・ス リ11学 院)
子(神奈川・厚 木  東)
樹(高 知相 和 女 子)

愛(広 島・

"=女
子)

子(山 梨・東海大学甲府 )
子(秋 田・新   屋 )
美(徳 島・城    東 )
子(沖 ■・南 風  原 )
子(岐 阜薇 ● 商 卿

子(山 口・柳 井 工 豪)

椰(富 山・高 岡 女 子)

子(岩 手・花 磐 ■ 葉)

子(宮  崎■11卜・ミニコ,1)

精(極 木・字 椰 宮 南)

0 ②

0

0

② ② シ

堀

橋 本
木 下

山 本

戸 田

哲 子(石

純 子(無
めぐみ(奈

みのり(千

智 子(山

川・金 沢 向 B)

本■本僣ヨ文字D
良・―    条)
葉・中 央 字 院)

:i多・山形城北女子)

きや香(静 岡・富 士 宮 東)
香 饉(大 分・昭 和 女 子)

香 ●(新 潟・新 潟 青 陵)

祐 子(群 馬・前 横 東)
未知留(高 知・清 和 女 子)
彩 子(山 口・下 質 南)
知 香(大 阪・四條畷学口)

泳 子(山 梨・甲 府 商 業 )

秋 子(秋 田・新   屋 )
美 凛(和歌山・那    賀)
いつみ(長 崎・● 嗚 女 子)
友 麻(■ 知・■ 知 ヨ 1徳 )

由希江(鳥 取・  境  )
佳 代(香 川・高 松 商 業)

真 紀(鷹児島・鷹見島女子)
雅 子(■ 森・弘前学院聖■ )
有 美(福 丼・こ 彙 女 子)

由 希(栃 未・字 都 宮 南)

絵電子(北北海■・旭 ′‖実業)

宏 美(南北海道・札 幌静修 )
ふ み(長 野・須   坂)
麦(神奈川■ 1會 女7字 日)

絵 美(滋 ■・滋 賀 女 子)

早 薔(宮 崎・||い・ミコ ,日 )
■ 穂(岐 ■・岐 阜 商 業)

愛 子(徳 島・城    東)
由希子(島 根・松  江 西)
啓 子(福 島椰 山 女 子)

あずき(佐 ■・佐 口 女 子)
五 月(京 都・西 乙 訓 )
星 美(埼 玉・埼  玉 朱)
美 里(岡 山・山 目 女 子)
美乃恵(沖 縄・与    勝)
照 実(三 ■・  暁  )
麻衣子(富 山・3山 商 業)
雅 子(茨 城・常 総 学 院)
裕 美(宮 城・1ウ ルスラ●D
直 子(兵 ●・口 田 学 日)
幸 子(広 島・

"=女
子)

万莉子(東 京・日本格女学館)
明 子(濠 颯・新 居 浜 西)
ゆ み(岩 手・花 巻 農 業)

紀 子(山 梨・甲 府 商 業)
かおり(福 岡・九月日巨大,付 1)

②

0

②

①

◎

②
昴

0

②

％

一②

50

② ，
ス２

０

　
＾
ビ
）

０
５２

②

◎
”

“
０

②

◎

②
“

５７
②

Ｏ

②

↑
轟

②

②

津
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利

塁

御

意

　

裕

志

美

美

梨

志

奈

　

有

薔

弘

奈

紀

美

ゆ

麻

　

寛

日

瑠

江

裕

慶

敏

量

秦

崎

本

本

山

川

井

松

中

構

“

瓶

世

川

日

本

暉

泉

上

江

堀

●

ホ

藤

木

瀬

城

中

本

　

渕

部

Ｃ

　
　

田

０

②

＆
　
０
0

０

８６

・②

Ｏ

②

②

Ｃ

②

７７

②

①

①

②

７８

０

②

　

　

０

０

　

　

８７
　
０

②

　

　

０

②

８８

０

②
一　
　
②

0

◎

②

②

0

◎

優
勝

閣
　
敏
郷
（富
山

。
高
岡
女
子
高
等
学
校
）
②

0

◎

2

②

◎

①

７６

０

島

“

河

エ

井

口

倉

辻

日

崎

岡

福

官

吉

19

20

21

“

◎
②

◎
“

②

７０

０

②

②

０

◎

「

―――-68

崎

田

一

川

合

野

田

口

●

崎

瀬

松

　

上

屋

田

砂

永

丼

津

内

　

村

川

山

田

●

木

井

日

３

山

田

遍

山

月

矢

古

武

山

在

日

米

福

須

薔

長

岩

件

川

●

上

層

福

石

野

大

東

西

井

井

下

後

楠

長

藪

岩

森

山

近

畠

〓

〓

２

２３

２

％

２６

２７

２３

２９

３０

３１

３２

３３

”

３５

３６

３，

３８

３９

Ю

４１

４２

４３

４１
０

И^
）
０

v山
上 宮

石 本

田 部

村 上

郵

小 牧

李

塩 崎

貴 田

迪 子(京 都・咸 安 女 子)

ちひろ(香 川・
=サ
|1中 央)

重 衣(■ 知・高   蔵)
菜甚子(島 取・鳥 取  東)
有 薫(大 阪・四 天 王 寺)

いずみ(鹿児島・鷹児島女子)

姦 (埼 玉・本 庄 第 一)

沙 綸(北北海道・旭 り|1実 案)
愛(宮 ■・1ウ ルスラ

'0

２

“

イ
◎

②

◎

②
●

‘
◎

②
・
０

“
◎

②

０

“
０

②

①

０

　

　

０

０

７ｌ

②

Ｏ

②

０

７２

②

Ｃ

Ｃ

②

７３

②

0

②
“

②

　

②

０

３２

０

②

∞
　
　
０

②

◎

②

“
　
　
①

②

②

◎

②

②

②

０

”

②

Ｏ

①

②

ｍ
　
◎

０

”

◎

②

　

　

０

②

◎

0

◎

2

②

　

　

② ”
◎

◎
“

６ ｌ

②

Ｏ

②

Ｃ
２^

“
◎

②

②

Ｃ
“

②

②

①

②

８１
　
０

44-――¬

総

敷

択

分

字

翠

向

女

亀 井
長 縄
山 本
奥 村
三 宅

春 菜(奈

美佳子(茨

泰 子(岡

亜紀代 (石

直 子(大

良・漆

城・常

山・倉

川・金

分・大

■)46

院)46

松)47

口:)48

子)49

◎

-21-

②

②

6 0



男 子 学 校 対 抗 戦

ロ 戦

BT l西 乙 訓
(京  都 )

祗
(

」ヒ
)

3-0
広 島

岡 崎 城 西
(愛  知 )

曖    浦
(長  崎 )

3-0BT 2

D2

Sl

Dl 0
二

　

　

二

一

、

，

リ

二‘

く

ｔ

純

門

悟

匡

士
心

惣 司 宗樹 2

安東

鎌 田

春 名

中村

0成 相   圭

花 本

田 村

吉 本

山 本

大地

大 輔

啓 輔

逸 夫
D2

Sl

Dl

高 岡 第 一
(富  山 )

弘 前 工 菓
(青  森 )

3-2BT 3 南  風  原
(沖  縄 )

新    田
(愛  媛 )

3-0BT 4

D2

S2

S3

Sl

Dl 0

2

平井 直樹 2 0加 藤  隆 広

石 黒  剛 史 1

中 田

田 中

平 井

今 市

中田 真琴 2

真琴

車

直樹

彰

2鎌 田  英 隆

清 藤

原 田

カロ蔵に

川 ロ

0川 日 英春

伸 治

学

隆 広

英 春

一

一
一

5- 7、
5- 2ナ

二

一

(1::]1:}

D2

Dl

Sl

岡 谷 工 業
(長  野 )

星    林
(和 歌 山 )

3-1BT 5 西武 台 千 葉
(千  葉 )

境 港 工 葉
(鳥  取 )

3-0BT 6

S2

Sl

Dl

=里

 2

真
2

智 之

剛
1

政 典

真 2

0

2

ｒ

く

ｔ

　

　

ｒ

く

ヽ
今 井

元 島

二ｒ

く

ヽ

二

一

′15-
t15-

0赤 松   岳

今丼

中野

行 日

武居

圭

亮

岳

雅宜

0矢 倉  太 助

浦 野

宮 田

赤松

矢 田
D2

Sl

Dl 0

2 0

ｒ

く

ヽ
加 藤  健 生 2

遠藤  祐 司

田部井  亮
大森   優

松井  秀樹

0右 画 圭吾

永見  泰 久

長谷川路紘

安藤  知行

黒見  ―也

一　
一

ｒ

く

ｔ

二ｒ

く

ヽ

久 野 元嗣 2
二ｒ

く

ｔ

二ｒ

く

ヽ

一

一

ｒ

く

ヽ

ｒ

く

ヽ

0山 下  華 也

西脇  康彦

佐藤  圭一
佐 々木 直樹

早川   晃

金城  好麿 2

城 固  有貴
山口 史洋
篠原  幹士

川満智佐旗

内 山

瀬 川

山下

沼 嶋

喜晴

真

正幸

克明

乗 松   宏

大 中  洋 茂
若 木 健 太 郎

藤 本   剛

0渡部  願一

2

2

二

　

　

一
一　
一

4、
5ナ 0

0

0

-22-

第 1

1

D2



羽
) 艮否

大
影中
形3-0BT 8 足

(福  丼
BT 7九 州国際大学付属 3-0  帝 京 安 積

(福  岡 )          (福  島 )

D 2 0

0

B
9

一　

一池 田信 太郎 2

二‘

く

ヽ

D2

石 井  元気

岡 田   淳
竹 森  敦 史

武 田信 一部

0橋 本   優

梁 川

小林

小林

大 沼

拓

雅 貴

智 和

忍

Sl

5

3

5

7
8
5

Dl

D2

1

1

二

一
　

二

一

二ｒ

く

ヽ
海 道  良 美 2

雅 典

勇 介

友仁

修 克

0多 田   登

石 沢

菊 地

渡 辺

佐 藤

友 秀

淳 平

健

吉 紀

ｒ

く

ヽ

B T10 」し    ,超 |

(新  潟 )
前
＜

沢
手 )

3-0
石̈

Sl

Dl

D2

1

0

0

′15- 7、

t15- 5)芦 田  崇 2

桑 原

大 橋

森 山

堂 下

0菅 原  一 由

部須 川 智 晃

千 田  昌正
千 田  一 馬

佐 藤   豪

雅 彦

純 ―

史朗

寛 之

二ｒ

２

１
ヽ

一

一

ｒ

‘

ヽ

前  橋  東
(群  馬 )

日    向
(宮  崎 )

3-0

堂 地

榎 屋

小 谷

瀧 井

小 谷

小 谷

一

一
　

　

一

一
　

　

二

　

　

一

一

0梶 谷

吉 野
0

藤 原

森 山
2

錦 織

0吉 野

瑞 樹

真 也

意 行

渉

雄 介

真 也

1嘆| 12

大 賛
2

優

耕 平

剛

優

ｒ

く

ヽ
D2

Sl

Dl

0、

予}0時任 淳

:、 。
川上 友義

り  三谷  昌二

`、

 ^児 玉 義樹
り 椎 場 洋 一郎

2
一

一

15-
15-

清水   裕

鈴木祐 ―郎

後藤  成介

増 尾  幸政

′15-

t15-

B T13岐 阜 商 業  3-1 加 古
(岐  阜 )        (兵

Ｈ
庫
リ B T14 添    上

(奈  良 )
徳 島 商 葉
(徳  島 )

3-0

尾 関  覚 2

可兄  裕也
0

仁 田原 英樹

松 岡  心
2

後藤  康秀

可 兄 裕也 2

Sl

5

7Dl

D2

S2

2

0

一

一
　

　

一

一
　

　

一

一

二ｒ

く

ヽ
0岡 田  1淳 壱

杉 原

馬 田

谷 川

丸林

0馬 田  佳 尋

真 司

佳 尋

陽 介

利 信

Sl

Dl

D2

0

1

一

一久 本

寄 川 一

一

嶋

岡

三

福
　
辻

拓 哉 2

太 助

康 郎

健 一

裕 之

0大 野  祐 輔

宮 本

吉 岡

南

架 場

旬

修 司

真 次

達 哉

一　
一

一

BT 9

Sl

Dl

D2

S3

B Tll

Sl

Dl

D2

高  知  西
(高  知 )

中 平  光 彦 2

唐 津 工 業
(佐  賀 )

15- 5
15-11 0中 山  卓 也

3-2

土居

岩本

音 永

都築

径

敬

鉄 兵

慶 意

川 添

岡 本

井 本

山 口

潤

泰 成

敏 幸

博 旭

ｒ

く

ヽ

{

{

}

-15、
-15ナ

二

一

′
，
ヽ
１
ヽ

二

一

ｒ

く

ヽ

2

2

S2 都 築  慶 憲 2

吉 永 鉄兵 2
15-
15-

1川 添  1潤

0岡 本  泰 成

鹿 児 島 商業
(鹿 児 島 )

3-1 松
(

西
)

ヨ:

根↓

-23-

2

~~~~「 ~

西 川

木 内

成 瀬

油 田

B T12

小 沢  秀 郎 2



日 田 林 工
(大  分 )

横 手 工 業
(秋  田 )

B T163-0B T15 り|1鵜撃倉警
学 野 田 学 目

(山  口 )

Sl

Dl

D2

f
ヽ 保 高0吉 光

宮 岡ヽ

，

リ

本

松

堀

藤
　
村

村越  幸郎 2

伊藤

真下

松井

湯沢

康 則

裕 司

崇

真 二

浩

恭輔

孝一

壮 一

ｒ

く

ヽ

一

二

Sl

Dl

D2

2 0

0

誠

賢 史

浩 二

寿 夫

山 崎  俊 和 2

蒲 池

井 上

江 藤

長 嶋

0奥 山  嘉

佐藤

斉藤

藤原

山下

久徳

祐也

基

裕樹

一
一

ｒ

く

ｔ

暁

三
宇 都 宮 南
(栃  木 )

3-1B T17
重 )

D2

S2

Dl

Sl

2 0

2

二ｒ

く

ヽ

ィ15- 3、

t15- 0ナ

鎌 田 正幸 2

平 野

山 本

山 田

村 城

平 野  耕 作

耕 作

悠 次

隆 一

進

0保 坂  高 明

健 太

剛

秀 文

一 哉

上 野

石 川

藤 原

高 精

0上 野  健 太

高 岡 第 一
(富  山 )

岡 崎 城 西
(愛  知 )

3-0B T193-0

Sl

Dl

D2

B T18 _L  尾
(埼  玉 )

西  乙  自|
(京  都 )

0

0

中 西 洋 介 2

明 宏
2

宗 樹

匡

純

志 円

健

宙

樹和

福 室

川崎

長嶺

鎌 田

′15-

t15- 0春 名   悟

惣 司

中村

安東

鎌 田

一

一

′15-
t15- D2

Sl

Dl 0

1

平 井 0久 野直樹 2

真 琴
2

元 嗣

肇

史

彰

剛

二ｒ

く

ヽ

中 田

田 中

石 黒

今 市

西脇  康彦

佐藤  圭一
佐 々木直樹

佐藤  潤一

ｒ

く

ｔ

一

二

ｒ

く

ヽ

男 子 学 校 対 抗 戦

第  2 ●
Ｌ
「

蛍
レ

口

3-0



B T20 倉 敷 工 葉
(岡  山 )

Sl

Dl

D2

南
(

′ 0
|

原
沖 )

(1:二
: :}

岡 村  康 弘 2

松
"1 
大記

塚 田健 太 郎

田 邊  靖 博

遠 藤 裕 之

1金 城  好 麿

城 間  右貴
山 口 史洋
篠原  幹士

川満智佐旗

14-17
15-13
15- 1

15- 6
15- 2

3-0B T21 甲 府 商 業
(山  梨 )

岡 谷 工 業
(長 野 )

Sl

Dl

D2

2 0
r
ヽ

0

0元 島

15-
15-

行 日

武 居

今 井

中野

剛

政 典

真

智 之

′15- 4、

t15-10ナ

田 中  博 暁 2

平 田   悠

下 條 雄 一

長 田   誠

秋 山慎 一 朗

一

一

ｒ

く

ｔ

B T22延 暦寺学目比叡 山 3-0  西武台千葉
(滋  賀 )          (千  葉 )

B T23九 州国際大学付属 3-1  沼津学日
(福  岡 )          (静    岡 )

亮

優

秀 樹

0

1加 藤 健生

祐 司

深 田  和 彦 2

馨士

学

兼行

正和

遠 藤

田 部 井

大 森

松 井

二

一

‘

く

ヽ

一

一

一

二

S2

D2

Sl

Dl

卓

智 治

真

浩 司

方 昭

真

2

0

二

　

一

1杉 山

1渡 辺

一

二

一

二

　

二

ｒ

ｉ

ヽ

　

′
２

ｔ

池 田信 太郎 2

石 井  元気

岡 田   淳
竹 森 敦 史

武 田信 一部

石 井  元気 2

向 井

渡 辺

富 田

佐 藤

長福  翼) 旭 川 実 業
(北 北海 道 )

3- 1B T24 常
て
総
茨
学
城悸

高
( F

3-0B T25 知
告
同 知

Sl

Dl

D2

0

0

告川1 勇司 2

悟 史

真 人

修 一

祐 造

0中 平  光彦

土居

岩本

音 永

都築

径

敬

鉄 兵

慶 憲

尾 形

藤 田

坂 本

小 島

一　
一

ｒ

く

ヽ

′15-
t15-

Sl

Dl

D2

0

0

3-0  北    越
(新  漏 )

一

一

第
京
東関
鰊

Ｉｒ

く

ヽ

佐 藤  友 彦 2

山 口

平 湯

田 口

川 村

博 之

俊 行

雄 ―

幸司

ｒ

く

ｔ

史朗

寛之

雅彦

純 一

0吉 田  要 ―

森 山

堂 下

桑 原

大 橋

3-0 鹿児島商葉
(鹿 児 島 )

Sl

Dl

D2

2 0

2 0
{ )

B T27 大

二

　

　

二

優

誠
　
靖

0草 道 拓 郎

大 賛

15-10
15- 8

谷 元

雄 司 2

和 也

文 雅

和 也

宏 基

模 屋

小 谷

堂 地

竹 本

御 前

福 川

松 下

永 谷

芸
＞
学
阪

阪
大

Sl

Dl

D2

Sl

Dl

D2

2

雅 興

勇 介

友仁

修 克

海 道  良 美 2 1長 田 健―

西川

木 内

成 瀬

油 田

西
"1 
雅 典 2

15-10
15- 5 0唐 太   勝

2

0

二

一

5- 8、
5- 0ナ

11-15、
9-15ナ

‘

く

ｔ

　

　

ｒ

く

ヽ

　

　

‘

く

ヽ

　

　

‘

く

ヽ

0

2

菅 原  和 宏

吉 川1 隆 博

佐 藤  信 行

鈴 木 慎 太 郎

}

-25-

3-0

l

川 ロ

杉 島

森本

辻

B T26



高 松 商 業
(香  川 )

H」

(

東
)

3-2B T28 橋
群

札 幌 第 一
(南 北 海 道 ) 贅膚籠チ3-0B T29

徳 井  清 仁 0

福 田  雅 信
2

久保  直 輝
三 好 鵬 一 部

2

植 田  一 基

久保  直 輝 0

Ｉ

＜

＜

Ｉ

Ｉ

2小 沢  :秀 郎

清 水   裕
1

鈴 木 祐 一 部

。
後 藤  成 介

増 尾  幸 政

2清 水   裕

Sl

Dl

17-14
15- 9D2

S2

1鈴 木 祐 一 郎S3 福 田  雅 信 2

二

　

　

二

一

Sl

Dl

D2

0

0

0仁 田原英樹
(1:二
1:}堀 ロ

佐 藤 二ｒ

く

ヽ

上

岩
　
藤

三

真

佐

′心

康秀

裕也

覚

高 志 2

祐 亮

裕 司

秀 一

弘 通

松 岡

後 藤

可 兄

尾 関

八  代  東
(熙  本 )

添
て

■
＞

3-0B T30
奈 良

宮城 県工葉
(宮  城 )

川崎総 合科学
(神 奈川 )

3-0B T31

Sl

15-
15-Dl

D2

2
1

(

康 郎0三 嶋

日
　
　
本
　
川

福

辻

久

寄

一

一

大 束  真 也 2

大 束

木 下

平 田

二 瓶

忠 司

伸 介

隆治

良

健 一

裕 之

拓 哉

太 助

日 田 林 エ
(大  分 )

3-2B T32

山崎

江 藤

長 嶋

蒲 池

井 上

長 嶋

Sl

8
0

5

5
6
1

Dl

D2

S2

S3 0古 屋

1

2

健

俊 和 2

蒲池   誠 2

2日 野原幸次

{|:三
: :)

´  1

寿夫Ot3

0塩 沢 綾 己

帯津  薄 一

鶴 田  :正 臣

古屋   健

日野原幸次

浩二

寿夫

減

賢史

Sl

Dl

B T33

Sl

Dl

D2

伊 藤

真 下

古 谷

寺 崎

三 上 紘 由 2

2

1村 越  幸郎
一

二

イ

ー

ヽ

１

ヽ

二ｒ

‘

ヽ

二

一

′
―
，
ヽ
―
ヽ

一

一

ｒ

く

ヽ

一　

一

住 家  祐 介

我 奏  克彦
今 野  茂 之

商橋 伸 太郎

康 則

裕 司

昭 博

友 晴

0

0

0

金 沢 市 立 工葉
(石  川 )

松 田  憲 治 2

重 )

0山 本  悠次

3-0 暁

舛 田

酒 井

車

茶 谷

圭太

忠 相

浩 明

徳 靖

正 幸

進

耕 作

隆 ―{|:二

18}

鎌 田

村 城

平 野

山 田

-26-

日     り||
(山  梨 )

D2

(三



男 子 学 校 対 抗 戦

ロ 戦第  3

業
＞
商
梨

守
―

Ｒ

Ｌ
甲
＜

葉

＞

‥

ｕ̈

エ

ー
敷
岡
倉
＜

3-0B T35

D2

Sl

Dl 0

0

二ｒ

く

ヽ
田 中  i章 仁 2

平 田   悠

下 條  雄 一

長 田   麟:

秋 山慎 一 朗

0岡 村  康 弘

松川  大記

塚 田健太郎

田過  靖博

遠藤  裕 之

‘

く

ヽ

二‘

く

ヽ

常 総 学 院
(茨  城 )

足   羽
(福  井 )

B T37B T86延 暦寺学目比叡山 3-0九 州国際大学付属
(滋  賀 )          (福  岡 )

D2

Dl

Sl

0

0

二ｒ

く

ヽ
0中村  彰宏

良 美

友 仁

雅 典

勇介

木村  威夫 2

悟史

真人

修一

祐造

海 道

成 瀬

西 川

木 内

尾 形

藤 田

坂 本

小 島

一

一

ｒ

く

ヽ

一

一

ｒ

く

ヽ

札 幌 第 一 _

(南 」じ海‐道 )
高 松 商 業
(香  川 )

3-0B T39大 阪 学 芸
(大  阪 )

関 東 第 一
(東  京 )

3-2B T38

D2

Sl

Dl 0

0

大 島

佐 藤

上

岩
　
藤

三

真

佐

二ｒ

く

ヽ

1徳井  清仁

三好陽―郎

植 田  一基
福 田 雅信

久保‐ 直輝

健 史 2

祐 亮

裕 司

秀 一

弘 通

二‘

く

ヽ

二

一

二

　

　

二

　

　

二

　

　

二

Sl

Dl

D2

S2

S3

2

2 0

永 谷  和 也 2 0松 井  亮太

‘

く

ヽ

二ｒ

く

ヽ

0佐 藤1 友 彦

山 口

平 湯

田 ロ

川 村

2山 口  博 之

松 下  文雅 2

佐 々木秀夫

谷 元 宏基
永谷  和也

福′|1 和也

御 前  1雄 司 0

ｒ

て

ヽ

博 之

俊行

雄 一

幸 司

B T34 上   尾
(埼  玉 )

高 岡 第 一
(富  山 )

3-0

Sl

D,

D2

Sl

Dl

D2

福 室

川 崎

長 嶺

鎌 田

康 弘

明 宏

健

宙

和樹

中 田

田 中

平 井

今 市

伊 奈

2

杉 島   学 2

0石 黒  剛 史
一

一

一

一

ｒ

く

ヽ

二ｒ

く

ヽ

0

0

真琴

摯

直樹

彰

0池 田信 太 郎

川 ロ

森 本

松 本

尾 崎

士
　
行

一一　
久

馨

兼

紘

勝

(

二

一

ｒ

く

ヽ

キ 石 井  元 気
ケ
ン 岡 田   洋
竹 森  敦 史
1

武 田信 一 郎

-27-

3-0

2
一

一



金 沢 市 立工 業
(石  川 ) 畏f場干3-0B T41

良 2

忠 司
2

伸 介

昭 彦
0

正 樹

忠 司 2

3- 1B T40 宮城 県工業
(宮  i城 )

Dl

I)2

S2

八
(

代
徒
・
本
東
)

0

2

一

一
　

　

一
二

一大 東 紘 由

15- 3
15- 6

上三
―

，

リ

0伊 藤  直樹

大 束

木 下

平 田

小嶋

今 野  茂 之

高 精 伸 太 郎

住 家  祐 介

我 妻  克 彦

Sl

Dl

D2

2
誠

俊和

竜之

智

車

茶 谷

舛 田

酒 井

浩明

徳靖

圭太

忠相

0江 藤  浩 二

蒲 池

山崎

近 本

小 塚

ヽ

＞

り

　

　

ヽ

，

，

一

二

ｒ

く

ヽ

一
一

ｒ

～

ヽ

上
く

尾
玉 )

甲 府 商 業
(山  梨 )

3-0B T42
埼

B T43常 総 学 院   3-0延 暦 寺学 園 比 叡 山
)       (滋  賀 )茨 城

D2

Sl

Dl

洋 介 2

明 宏
2

健

宙
2

和樹

0

0

中 西

二ｒ

く

ヽ

(l:二

1:)

福 室

川 崎

長 嶺

鎌 田

一

一 0平 田   悠

田 中  博 暁

下 條  i雄 一

長 田   減

秋 山慎 一 朗

Dl

D2

Sl

札 幌 第 一
(南 北 海道 )

大 阪 学 芸
(大  阪 )

3-0B T44 八
(

東
)

金 沢 市 立
(石
エ
川
業
)

3-2B T45 代
能
¨
本

S,

Dl

D2

2

1

和 也1永 谷

松 尾
0
元

下
　
川

谷

松
　
福

二

一

ｒ

‘

ｔ

大 島  健 史 2

佐 藤

三 上

真 岩

佐 藤

祐 亮

裕 司

秀 ―

弘 通

勇

宏 基

文 雅

和 也

ｒ

く

ヽ

　

　

ｒ

く

ヽ

Sl

Dl

S2

S3

2

0

二 瓶   良 2

大 束  忠 司 2 0車   浩 明

一
３

５

５

５

４

一
１

１

１

１

１

一

ｒ

く

、

　

‘

К

、

二ｒ

く

ｔ

1松 田  憲 治

舛 田

酒 井

車

茶 谷

2舛 田  圭 太

圭太

忠相

浩明

徳靖

平 田

小 嶋

大 東

木 下

大 束  真 也 0

昭 彦

正樹

忠 司

伸 介

ｒ

く

ヽ

ヽ

，

，

　

　

ヽ

，

リ

男 子 学 校 対 抗 戦

準 々 決 勝

青川 勇司 2
15- 8
15- 4 0深 田  和 彦

2

2

(

(

{

}

}

}
0

尾 形

藤 田

坂 本

小 島

馨 士

兼 行

紙 二

勝 久

悟 史

真 人

修 ―

祐 造

15- 8
18-17

15- 4
15-10

川 ロ

森 本

松 本

尾 崎

-28-

Sll二 瓶 奥   浩 人 2

D2

0



男 子 学 校 対 抗 戦
準 勝

ヽ

ヽ

院

＞

学

城

総

茨

常
　
＜

3-2BT46
上 尾

(埼 玉 )

東

)

札 幌 第 一

(南 北海道 )
BT47

八  代

(熊 本

１

　

　

　

０

　

　

　

２

　

　

　

２

　

　

　

０

１

ｌ

ｆ

Ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

ｌ

ｌ

‥

Ｊ

ｌ

ｌ

ｉ

Ｊ

ｒ

１

１

１

ヽ

゛
―

‘

―

ヽ

ｒ

ｌ

‘

―

●

●
ｌ

ｄ

ｌ

ｌ

ｆ

ｉ

ｌ

ι

２

２

０

０

２
15-11

長嶺 宙

中西 洋介 吉川 勇司

伊奈 康弘 木村 威夫

藤日 真人

15-11
15-17
15- 7

悟史

真人

修一

祐造

15-

長嶺

鎌田

福室

川崎

尾形

藤田

坂本

小島

宙

和樹

明宏

健

二

　
　
二

７

６

８

２

Sl

Dl

D2

S2

ｎ

）
　

　

　

　

ｎ

）
　

　

　

　

，

“
　

　

　

　

　

ｎ
υ

ヽ

１

１
，
‥

‥
′

●
‥

‥
Ь
‥
―
′

ヽ

１
１
，

Ｉ
Ｉ
′

ヽ
―
―
ト

ー
ー
′

０

　

４

　

８

　

６

　

４

７

　

　

１

　

３

ｒ

‥

‘

―

も

ｒ

ｌ

ｌ

‥

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

‥

ι

′

１

１

‥

ヽ

２

２

１

２

二瓶  良 大島 健史

大東 忠司 堀日 高志

忠司

伸介

昭彦

正樹

大東

木下

平田

小嶋

真岩

佐藤

佐藤

=上

秀一

弘通

祐亮

裕司

二

　
　
一　
　
一

ヽ
）
　

【
）
　

員
υ

　

”Э

一　
　
一

５

　

５

17-1
6-
キケン

3シ ード関東第一を接戦のすえ破った大阪学
でくだし安定した力で勝ち上がって来た札幌
ニシード金沢市立工業を3-2の接戦の末破
代東の波に乗っている学校同志の対戦となっ
る。
ち上がり二瓶は4点を先取、両者ともサイド
ばいにスマッシュを打ち合う攻撃的な試合展
が攻守に安定感のある二瓶がその後も着々と
ていった。大島も13-10と追いついたが
リードを保ち逃げ切った。第2ゲーム波に乗
ち上がりから積極的なプレーで着々と得点し
になった大島に快勝 した。第 1複は、お互い
イプの応酬での展開となった。大東・木下が
とリードするが、真岩・佐藤組も6-6と すぐに
く。しかし、ショットに安定感のある大東・木下
のミスに乗じて一気に得点を奪い先勝した。第 2
は勢いに乗る大東・木下が攻め続け相手のレシー
を誘い15-6と 快勝した。第 2複は、平田。小
スマッシュカと佐藤・三上組のレシープカの戦い
た。ゲームは平田。小嶋組のリードで展開したが
佐藤・三上組の動きが良くなり13‐ 9と逆転し
11と ゲームポイントを握るが、平田・小嶋組が
に攻め3点を連取し、セティングに持ち込み一気
を取り17-14で先勝した。第2ゲームも一進
好ゲームとなったが、並行していた第 2単の大束
た時点で勝負が決し、平田。小嶋組が棄権した。
単の大東が、相手の動きを止め常にリードする展
行したが、堀日もスマッシュカを生かして 11点
い上げるが及ぼず15-11で大束が先勝した。
―ムは、攻守に安定性を見せた大束が15-3で
八代東が勝ち上がった。
に穴のない八代東の強さが際立った試合であった。

本大会第
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3年連続の優勝をね
の優勝校の常総学院の
第 1単は立ち上がり
リードするが、徐々に
―ルで追いつき逆転じ
-11で先取した。 2
西が4-0と リード、
としたが吉川が調子を
-11と逆転に成功し

らう上尾と今年度全国選抜大会
実力校同士の対戦となった。
吉川が主導権を握り7-3ま で
調子を上げて来た中西が 10オ
吉川の焦りとミスによって 15
ゲームロは攻守に余裕が出た中
その後もリードを広げ 10-5
取り
た。
戻
し
し10点で追いつき14
かし、

―ルのセティングに持ち込み自熱の
ギ占
戦
る中西は 14オ
.いになったが、
ルゲームヘ勝負
が繰り返された
り返した。リズ
ー7と押切った。
したが尾形・藤

川が 17-15と 競り勝ちファイナ
持ち込まれた。前半一進一退の攻防
中西が吉川のミスを誘い8-5で折
ムをつかんだ中西が後半差を広げ 15
第 1複は初め長嶺・鎌田組がリード
組
田

一
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ラ
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が追いつきリードを広げ 10-6と したが長嶺 。
組も必死の反撃に移リー進一退の攻防のすえ 11
ルと追いつき一気に逆転し15-11で このゲー
制した。第 2ゲームは序盤こそ競り合ったが長嶺
組が攻守に冴えを見せ 15-6で 勝利した。第 2
第 1ゲーム序盤坂本・小島がリードし、それを福
りll崎組が追う展開となったが最後まで坂本 。小島
導権を握りそのまま15-7と した。 2ゲームロ
じような展開となり15-6と 坂本・小島組が連
た。第 2単 1ゲームは中盤までお互いの力を出し
リーが続いたが、後半になり伊奈にミスが目立ち
-8で木村が取った。 2ゲームはリズムに乗った
が 15-2で 圧勝した。チームカウント2-2と
第 3シ ングルスに勝負は持ち越された。第 3単藤
リードし、長嶺が追いかける展開となったが 11
1で長嶺が追いつき15-13と 逆転勝ちした。
―ムは、長嶺が前半からリードを保ち、終始長嶺

出原
:蓑
是した∫
-9で勝ち、上尾の 3年連続の決
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第47回大会の決勝は、準決勝で大接戦の末常総学院を破り、3年連続優勝を
目指す上尾 (埼玉)と、単・複に大束 (忠〉という絶対的な柱を持ち初優勝を狙
う八代東 (熊本)の対戦となった。単 1は、伊奈 (上尾 3年 )と大東 (真)(1
年)の対戦となり伊奈のサービスで始まった。立ち上がり硬さの見える大東に
し伊奈は、四隅を丁寧に突く配球で相手のミスを誘い7-2と リードした。し
し、中盤より徐々に調子を上げてきた大束は要所でスマッンュを決め、10-7
と逆転した。しかし、伊奈も頑張りを見せ、 13オールのセティングとするが、
大束が18-14と逃げ切った。 2ゲームロは大束の一方的な展開となり15-
4であっさり連取した。複 1は、1ゲームロ中西・鎌田組が先取したが、 2ゲー
ムロ平田・小嶋組が取り返してファイナルゲームにもつれ込む接戦になったが、
インターバルの間に気持ちを切り換え集中力を高めた上尾ペアが3ゲームロ15
-2で取り勝利した。複 2は、序盤から大東。大下組が角度のあるスマッシュや
コンビの良い速い動きで得点を重ね15-9で先取 2ゲームロに入っても攻撃の
手を緩めず15-3と あっさり連取した。対戦カウントを八代東が2-1と リー
ドして単2と単 3が同時に始まった。単 2が 9オールの時に、単 3の大東 (忠 )
がゲームカウント2-0と し八代東の勝利を決定づけた後に、上尾高校の中西が
途中棄権し、3対 1で八代東高校の初優勝が決定した。

キケン
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第 1シ ード高岡女子を 3対 0で一蹴した今春の選抜
大会優勝校熊本信愛と井川を中心とする大型チームで

初制覇を狙う埼玉栄との実力校同志の対戦となった。

第 1シ ングルス久家が 1ゲームロ10-1と 大きくリ
ードした、橋本よく踏ん張リクリヤーを主体に粘り強
いプレーで 10-9ま で追い込んだが、最後は2年生
久家の攻めに屈した。 2ゲームは3-7と橋本がリー
ド、サービスオーバーが繰り返されたが、久家は粘り
強いプレーで7-7と 追いつくとプレーに余裕がでて
き、 11-7と 橋本を振り切った。勝負どころと見ら
れた第 1ダブルスは、 1ゲームロ杉浦 。永峰組が永峰
のサウスポーから繰り出す鋭いスマッシュを武器に15
-0と圧勝し、主導権を握ったかに思われたが、 2ゲ
ームに入ると井川・岩脇組の攻撃力が優り15-9で
奪取、 3ゲームロ岩脇の前衛のプレーに丼川の強打が
冴え 15-7で 取リチームポイントを 2-0と し埼玉
栄が大手をかけた。第 2ダブルスも初優勝に燃える仲
田 。大熊組が第 1ゲーム 15-7で 圧倒、 2ゲームロ
必死に食い下がる村崎 。兄玉組にコンピネーションの

良さが出て来て7-3と リードしたが、仲田 。大熊組
が長身を生かしたプレーで 10-10と 追いつくと15
-10で村崎・兒玉組を振り切り初優勝に向け大きく
はずみをつけた。
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選抜準優勝の札幌静修を破り勢いに乗る前年度 2位の
金沢向陽と、同じく3位の精華女子との対戦となった。
単 1は、両者ともスマッシュ●ドライプを多用するゲ
ーム展開となった。 1ゲームづつ取った後ファイナルゲ
ーム6-1と 山本がリードを広げチェンジエンドとなっ
た。チェンジエンド直後立ち直った舛田が追いつき、一

気に逆転し11-9で 逃げ切った。第 1複は、向陽の堀
・奥村組が圧勝した。第 2複は、第 1ゲームー進一退の

好ゲームとなり、向陽の吉田・田井組が13-11と
歩リードしたが、精華の松本・原日組は落ち着いてし
ぎ、セティングに持ち込み17-14で このゲームを取
った。第 2ゲーム松本・原口組が5-4で リードしてい
る時点で第 2単が入り試合を開いた。松本。原口組は、
前半終始リードしていたが、吉田・田井組は良く粘り、
8オールで並ぶと一気に逆転しそのまま15-11と押
し切った。この時点で単2は、堀が三好に完勝したため

吉田。田井組は棄権し、3-1で金沢向陽が勝ち決勝へ
とコマを進めた。
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大会初優勝を狙う対戦校同志の決勝となり、試合は単 1、 複 2、 複 3の並行で
スタートした。第 1単は、立ち上がり田村がリードしたがその後広岡が着実にポ
ントを重ね 1ゲームを 11-5で 取 り、 2ゲームも完勝した。第 1複は、井川
・岩脇組のスマッシュがよく決まり、 1ゲームを15-8と先取。 2ゲームロに

を落としたが2ゲームの接戦を取るとファイナルゲーム持ち前のスマッシュカで
堀を11-3と下し念願の初優勝を決めた。
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15-7

興

介

雅

勇
一
輔

修

大

仲

前

D24
西 川
木  内

(福  井・足   羽 )

1,11

平

秀

澤

友

地

沢

菊

石

ヽ

１

１

リ

BD25
平 湯 俊 行

"1 
村  幸  司 2

(山形・日本大学山形 )

{

(東 京・関 東 第 一 )

18-15
15- 0

広

春

隆

英

６
藤

ロ
}

(青 森・弘 前 工 業 ) (大 分・情 報 科 学 )

BD2
カロ

川

15-6
15- 7

巳
人

正
洋

田
本

′」ヽ

0橋

五
口
一
一

健

澪

７

内

藤

Ｄ２

山

伊

Ｂ

}

(千 葉・中 央 学 院 )

15-7
15- 5

広

幸
一
俊

森

西

′」ヽ

0岩

(和歌山・那   賀 )

次

哉

真

違場

南

架
ヽ
ｌ
ｒ
ｌ
′

哉

文
一
秀

８
精

原

Ｄ２
高

藤

Ｂ

(栃 木・宇 都 宮 南 ) (徳 島・徳 島 商 業 )

15- 4
15- 6

BD29
榎 屋 大
小 谷

}

(鹿児島・鹿児島商業 )

也

見

拓

和

岡佐古

0日 本

(広 島・安 芸 府 中)

賛

優
史

彰

剛
０
黒
市

Ｄ３
石
今

内

瀬

B

}{

(富 山・高 岡 第 一 )

15- 7
15- 0

山

川

(長 崎・壇   浦 )

晴

真

童
］

基

樹裕

原

下

藤

山

ヽ

１

７

リ

則
司

瞭

裕

‐
藤

下

Ｄ３
伊
真

Ｂ

(神奈川・川崎総合科学 ) (秋 田・横 手 工 葉 )

15- 6
15- 0

一
吾

慎

信

野

須

南

都
ヽ
１
１
リ

秀

弘

２
岩

藤

Ｄ３

真

佐

Ｂ

{

(京  都・西 城 陽 )(南北海道・札幌第一 )

通 2

15-7
15-10

司
時

真

光

山

合

向

落

ヽ
―

ゝ

―

プ

久

通

経

利

４
井

原

Ｄ３
藤

中

Ｂ

(山梨・東海大学甲府 )(山  口・山   口 )

18-16
8-15
15- 1

V

彦

一

康

圭

脇

藤

西

佐

也

也

和

純

３

田

田

Ｄ３

武

嶋

Ｂ

9-15
15- 6
15- 8 }

(宮 崎・宮 崎 工 業 ) (愛 知・岡 崎 城 西 )
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15-12
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朗

之

史

寛

山

下

森
堂

司

介

忠

伸

５

東

下

Ｄ３
大

木

Ｂ

(熊  ,本・八 代 東 ) (新 潟・北    越 )

15- 9
15-7

日

屋

原
　
ど

野
　
コ 川 )(山

{

15-12
18-13

６
原

橋

Ｄ３
菅
高

Ｂ

豊 勝
伸太郎 2

(宮  城・宮城県工業 )

古

日

健

幸 次

灌 井 耕 平
0小 谷   剛

(鹿児島・鹿児島商業 )

琴

肇

真

７

田

中

Ｄ３

中

田

B

} }

(富 山・高 岡 第 一 ) (福 島・会 津 工 葉 )

BD38
15-3
15-2

15-9
15- 3
‘

１

～

ｌ

、

一
造

修

祐

本

島
寛

治幸

竹

椋

大

0小
坂

小

信

輝

雅

直

９

田
保

Ｄ３

福

久

Ｂ

(香 川・高 松 商 業 )

15-6
15- 6

渕

田

田
林

ヽ

ｌ

ｒ

リ

健 太
豊志男

(長 崎・佐世保工葉 )

樹

紀
克
成

治

林

宇

甲

之
彦

博

友

０

口
藤

Ｄ４
山
佐

Ｂ

(東 京・関 東 第 一 ) (大 阪・大 阪 桐 蔭 )

15-9
15-7

彦

譲

尚

‐

田

田

Ｄ４

熱

杉

(神奈り11琺 熾大学第二)

B

}

二
志

圭

和
松 尾
1細 川

(兵 庫・東 播 磨 )

売

司

祐
裕

２

藤
上

Ｄ４
佐

三

Ｂ

(南北海道・札幌第一 )

15- 1
15-2

野
灌

今

大

ヽ

１

１

リ

文 継
清之介

輔

太

大

良

田

一

上

丸

ヽ

ｔ

ｒ

リ

悠

仁章

３

田
中

Ｄ４
平

田

Ｂ

(北北海道・旭川工葉 )(山 梨・甲 府 商 業 )

15- 4
15- 8

徳

也

久

祐

藤

藤

佐
斉

ヽ

ｔ

ｒ

，

′

ｊ

ヽ
―

ヽ

誡

和俊

４
池
崎

Ｄ４
請

山

Ｂ

(大 分・日 田 林 工 ) (秋 田・横 手 工 桑 )

15-6
15- 2

樹

隆

正

一

澤

内

金

池
ヽ
ｔ
ｒ
リ

ｒ

，

く
―

ヽ

気

澪

一九

５

井

田

Ｄ４

石

岡

Ｂ

(福   岡・九州国障大学付D (二 重・伊 勢 工 葉 )

12-15
15-12
15-11

介

政

成
幸

藤

尾

後
増

ヽ
し
―
，

明
靖

浩

徳

６
　

谷

Ｄ４
車

茶

Ｂ

(石川・金沢市立工葉 )

15-6
15-10

BD47
違 藤 祐
田部井

}

15-5
17-14

(千 葉・西武台千葉 )

松 川1 大 記
0塚 田 健太郎

(岡 山・倉 敷 工 業 )

司

亮

介

一

康

太

田
井

奥

古

ヽ
―

ゝ

―

′

美

仁

良
友

９
道
瀬

Ｄ４

海
成

Ｂ

(福 井・足   羽 ) (高 知・高 知 学 芸 )

15- 2
15-10

学

士馨

０
島

ロ

('滋1 葬t・ 廷層寺字1比 1山 )

BD5
杉

川

15- 5
15- 6

上 野 健 太

0石 りII   剛

(栃 木・字 都 宮 南 )

史

人

悟

真

‐
形

田

Ｄ５

尾

藤

Ｂ

(茨 城・常 総 学 院 )

15-5
15- 9

森

田

竹

武
敦 史
信一郎

(ネ日 l司・九州目臓大学付属)

行
和

兼

正

２
本

Ｄ５
森
辻

Ｂ

}

(滋  賀嘔層寺報 比1山 ) (新  潟・北    越 )

6-15
15- 8
15- 9

彦

一

雅

純

原

橘

桑

大

ヽ由′

隆
治

英

伸
田
藤

鎌

清

ヽ

―

―

′

介
樹

洋
和

８

西
田

Ｄ４
中
鎌

Ｂ

15- 2
17-14

(埼 玉・上   尾 ) (青 森・弘 前 工 葉 )
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(茨 城・常 総 学 院 )

17-18
15-4
15-5

(山 形・鶴 岡 工 葉 )

(群  馬・前 橋 東 )

}



介

彦

祐

克

３

家

妻

Ｄ５

住

我

Ｂ

(宮 城・宮城県工業 )

15-9
15-5

岡

関

松

尾

ヽ
―

″

―

′

(岐 阜・岐 阜 商 業 )

{

(群 馬・前 橋 東 ) (北北海道・旭川実業 )

15-7
15-12

４

水

木

Ｄ５

清

鈴

Ｂ

藤

木

佐

鈴
裕

祐一郎 2
信 行
慎太郎

悟

也雅

旗

上

自

村

ヽ
―

ト

ー

プ

D55
長 田   1城
秋 山 慎一朗 2

B

{

(愛 媛・新居浜工葉)

15-8
15-10

(山 梨・甲府 商 業 )

渉

介雄

山

織

森

錦

ヽ
―

ト

ー

′

司

尋

真

佳

６

原

田

Ｄ５

杉

馬

Ｂ

(兵  庫・加 古 川 北 ) (島 根・松 江 西)

15-7
15-5

B

} { }

暁重 (東 京・関 東 第 一 )

15-11
15-2

15-10
15-5

典

介

雅

勇

作

次

耕

悠

８

野

本

Ｄ

Ｉ

Ｌ

Ｂ

行

司

俊

幸

湯

村

D57
西 川
木 内

(福 井・足   羽 )

音 堂 幸 生
0新野尾   剛

(1墜  ,ヽ・葬六?口 大学付1)

平

0川

BD59
福 室 明
川 崎

}

(埼 玉・上   尾 ) (青 森・弘 前 工 業 )

15-5
11-15
15-9

広

春

隆

英

藤

口

加

1川
宏

健

}
∫
ヽ

(鳥 取・ 境  ) (千 葉・中 央 学 院 )

15-10
7-15
17-14

０

入

崎

Ｄ６

福

寺

Ｂ

三
口　
一
一

健

澪

内

藤

山

伊

謙一郎

龍 典 2

賛

優

大屋

谷

榎

小

ヽ
―

ト

ー

′

太

相

圭

忠

２

田

井

Ｄ６

舛

酒

Ｂ

(石川・金沢市立工業 ) (鹿児島・鹿児島商業 )

{

15-1
15- 6

哉

文
一
秀

橋

原

高

藤

ヽ
―

，

―

′

Ｄ６

向

渡

B

{

(静 岡・沼 津 学 園 ) (栃 木・宇 都 宮 南)

11-15
15-10
15- 6

治

真

智井

辺

則

司

康

裕

藤

下

伊

真

ヽ
―

ゝ

―

プ

憲

紀

昭

智

４
崎

Ｄ６

金

補

Ｂ

(香 川・尽 誠 学 園 ) (神奈川・川崎総合科学 )

15-5
15-7

史

彰

剛黒

市

石

今

ヽ
―

ト

ー

リ

B

(富  山・高 岡 第 一 )

5-15
15-7
17-14

也

也

和

和

D63
永 谷
福 川

(大 阪・大 阪 学 芸 )

久

通

経

利

井

原

藤

中

文

平

逸

洋

６

　

俣

Ｄ６

沈

竹

B

{

(福 島・尚   志 )

15-7
15-3

ヽ_′

秀

弘

５

岩

藤

Ｄ６

真

佐

B
也

也

和

純

田

田

武

嶋

ヽ
―

ト

ー

′

15-8
15- 8
{

通 2

(南北海道・札幌第一 ) (宮 崎・宮 崎 工 葉 )
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司

介

忠

伸

７

束

下

Ｄ

ブ

″

Ｂ

f

l

(熊 本・八 代 東 )

15-8
15-2

原

橋

菅

高

ヽ
―

ゝ

―

′

豊 勝
伸太郎

(宮 城・宮城県工業 )

琴

肇

真

８

田

中

Ｄ６

中

田

B

}

(富 山・高 岡 第 一 ) (茨 城・常 総 学 院 )

15-12
15-7

一
造

修

祐

本

島

坂

0小

(南北海道・札幌第一 ) (神奈川・法政大学第二 )

{ } {

(香 川・高 松 商 業 ) (東 京・関 東 第 一 )

12-15
15-11
15-9

15-3
15-10

信

輝

雅

直

９

田

保

Ｄ６

福

久

Ｂ

之

彦

博

友

口
藤

山

佐
亮

司

祐

裕

０

藤

上

Ｄ７

佐

三

Ｂ

彦

譲

尚田

田

熱

杉

誠

和俊

池

崎

蒲

山

ヽ
―

ゝ

―

プ

悠

仁章

‐

田

中

Ｄ７

平

田

B

{

(山  梨・甲府商業 ) (大 分・日田林 工)

15- 6
15-10

気

淳

一″井

田

石

岡

ヽ
―

ト

ー

′

明

靖

浩

徳

２
　

谷

Ｄ７
車

茶

(石川・金沢市立工業 )

B

{

(福  岡・九胴 應博 付属)

10-15
15-1
15-3

介

樹

洋

和

３

西

田

Ｄ７

中

鎌

Ｂ

{ }

(埼 玉・上   尾 )

15-6
15-6

遠 藤 祐 司
0田部井   亮

(千 葉・西武台千葉 )

美

仁

良

友

道

瀬

海

成

BD74
杉 島   学
力| 口 馨 ± 2

{

(滋  賀籠層寺字□比叡D (福  井・足   羽 )

15-9
15-4

史

人

悟

真

５

形

田

Ｄ７

尾

薔

Ｂ

{ }

(茨 城・常 総 学 院 ) (滋 賀・題 絆 1朧山)

15-11
15-2

行

和

兼

正

本森
0辻

介

彦

祐

克

６

家

妻

Ｄ７

住

我

Ｂ

{

(宮 城・宮城県工業 ) (群  馬・前 橋 東 )

15-6
15-7

水

木

清

鈴

ヽ
―

，

１

′

裕

祐一部

司

尋

真

佳

７

原

田

Ｄ７

杉

馬

Ｂ

}

(兵  庫・加 古 川 北 )

8-15
17-14
15-9

田

山

長

秋
誠

慎一朗

(山 梨・甲 府 商 業 )

宏

健

明

９

室

崎
{ }

(埼 玉。上   尾 ) (鳥 取・  境  )

BD7
福

川

15-5
15-3

謙―郎

龍 典
福 入
0寺  1奇

治

真

智井

辺

向

渡

、

ｔ

ｒ

リ

太

相

圭

忠

０

田

井

Ｄ８

舛

酒

Ｂ

(石川・金沢市立工業 ) (静 岡・沼 津 学 園 )

15-0
15-10

文

平

逸

洋

２

　

俣

Ｄ８

沈

竹

Ｂ

(南北海道・札幌第一 )

B

{ }

(香

'H・

尽 誠 学 園 ) (福 島・尚   志 )

2-15
15-5
15-6

15-11
15-4

也

也

和

和
憲

紀

昭

智

金

楠
一
通

秀

弘

岩

藤

真

佐

ヽ

―

′

―

′

D81
永 谷
福 川

(大 阪・大 阪 学 芸 )

V

興

介

雅

勇

12-15
15-3
15-5

川

内

西

木

{ }

作

次

耕

悠

８

野

本

Ｄ

ｌ

ｄ

Ｂ

(福 井・足   羽 )暁重
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琴

肇

真田

中

中

田

ヽ
―

ゝ

―

プ

(富 山・高 岡 第 一 )

15-4
15-7

司

介

忠

伸

３

東

下

Ｄ８

大

木

Ｂ

(嫌 本・八 代 東 )

信

輝

雅

直

田

保

福

久

(香 川・高 松 商 業 )

}

15-6
10-15
15-3{

亮

司

祐

裕

〓
〓
卜
」

４

，

．
１

　

　

．

Ｄ８

佐

三

Ｂ

(南北海道・札幌第一 )

悠

仁章

田

中

平

田

(山 梨・甲府 商 業 )

15-9
15- 9

明

靖

浩

徳゛オ

Ｄ８

車

茶

Ｂ

(石川・金沢市立工業 )

介

樹

洋

和

西

田

中

鎌

(埼 玉・上   尾 )
}

学

士馨

６

島

ロ

(滋 賀・廷騰 報 比釧 )

BD8
杉

川

介

彦

祐

克

家

妻

住

我

(宮 城・宮城県工業 )
}

15-5
15-5

史

人

悟

真

７

形

田

Ｄ８

尾

藤

Ｂ

(茨 城・常 総 学 院 )

司

尋

真

佳

原

田

杉

馬
}

15-6
15-4

作

次

耕

悠

８

野

本

Ｄ８

平

山

Ｂ

暁重

太

相

圭

忠

田

井

舛

酒

ヽ
―

ゝ

―

′

(石川・金沢市立工業 )

17-14
5-15
15-8{

宏

健

BD89
福 室 明
′|1 崎

也

也

和

和

(大 阪,大 阪 学 芸 )

永 谷
0福 川
}

15-8
15-10
{

文

平

逸

洋

０

　

俣

Ｄ９

沈

竹

B

V

男 子 複

明

靖

浩

徳谷

車

茶

学

士馨

２

島

ロ

(石川・金沢市立工業 )(滋 賀・鵬 絆 口比1山 )

BD9
15- 6
15-4

杉

川

司

介

忠

伸

‐

束

下

Ｄ９

大

木

Ｂ

(南北海道・札幌第一 )

}

(熊 本・八 代 東 )

15-9
11-15
15-10

亮

司

祐

裕

藤

上

佐

三

文

平

逸

洋臭

４

　

‘

Ｄ９

沈

竹

Ｂ

}

(福 島・尚   志 ) (埼 玉・上   尾 )

15-10
15-3

宏

健

明室

崎

福

0川
作

次

耕

悠

野

本

平

山

史

人

悟

真

３

形

田

Ｄ９

尾

藤

Ｂ

(茨 城・常 総 学 院 ) (二 重・  暁  )

15-3
15-3

15- 8
11-15
15-7

(兵  庫・加 古 川 北 )

(福 島・尚   志 )(埼 玉・■   尾 )

準 々 決 勝
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立分
口
Ｈ
月準男子 複

尾形 悟史
1

藤田 真人
(茨城・常総学院 )

ヽ

‥

Ь

‥

‥

′

１

５

９

二

　

一

５

４

５

′

‥

ｌ

ｌ

ｉ
ｔ

，

一

BD96
沈  逸文

竹俣 洋平
く福島 。尚志 )

BD9 Ъ 忠司 2
(熊
木
「
.‰東)

l。
杉島 学

l 川口 馨士″
〈滋賀・鶴榊 凛山)

|

15-13

15- 7

学校対抗戦で初優勝し波に乗る昨年度準優勝ペアの

大束・木下組と杉島・川口組の戦いは、大束のサービ

スで始まった。立ち上がり大束・木下組は、相手のサ

ービスフォルトやネット際でのミス等に乗じて7-3
とリード。杉島。川口組は、川日の前衛出の動きが良

くなり本来の調子を取り戻し8オールまで挽回した。

その後速い動きで攻撃を重ねる大東・木下組と川日が

前衛に出て攻撃杉島・川回組が、それぞれの持ち味を

出し一進一退の攻防が続き12オールの大接戦となっ
た。大東。木下組が 14-12と ゲームポイントを握
るが、杉島・川口組も粘りを見せ 13-14と した。
しかし、この大切な場面でセカントサービスをネット

にかけ、サービス権は大東・木下組に移動、そのまま

大東。木下組は15点目を奪い1ゲームを先取した。
2ゲームに入って序盤こそ4-3と杉島・川口組がリ
ードするが、その後は大束・木下組がコンビの良い速

いテンポの攻撃を続け、相手のサイドアウトやネット

ミスを誘い14-5とマッチポイントを握った。
最後は川日のスマッシュがサイドラインを割り、大東
。木下組がゲームカウント2-0で勝ち2年連続して
決勝戦へ進出した。

第 1ゲーム沈・竹俣組のサービスで始まり2点を先取

し、尾形・藤田組もすぐ追いつき、逆に 1点 リードした

その後点の取り合いが続き沈・竹俣組が 11-8と リー
ド、尾形・藤田組も10-11と 追いかけたが沈・竹俣
組は15-11と逃げ切った。お互いに朝の最初のゲー
ムであることもあってか、体のきれが悪くミスが目立っ

た。第2ゲームは、序盤3-3の攻防が続き沈がスマッ
シュを打ち始め8-5と リード。沈のスマッシュで相手
の体勢を崩し、竹俣が止めをさす試合運びが多くなった

沈のラケットさばきは、高校生ばなれしていて尾形・ 藤

田組に攻撃のチャンスを与えず、守りに徹せざるを得な

かった。しかし、尾形・藤田組は良く粘り、沈・ 竹俣組

がきわどい所を狙い過ぎてミスが多くなり尾形 。藤田組

が逆転し、このゲームを15-14で取リファイナルゲ
ームヘともつれ込んだ。

第 3ゲームは、序盤お互いサービスミスが目立ち1点

を争うゲームとなったが、沈のカットスマッシュが冴え

8-4でチェンジエンドした。後半尾形。藤田組も良く
粘り9-12と反撃したが終始攻撃し続けた沈・竹俣組
が15-9で制して決勝に進出した。

決男子複

BD97
大東  忠司

木下  伸介
(熊本・八代東〉

15- 7

15- 7 |

沈  逸文
0
竹俣 洋平

(福 島 。尚 志 )

2

|

大束の3冠の夢をかける大東。木下組が昨年度の雪辱を果たすか、準決勝で常総の連勝を止めた沈・竹俣組が

勝つか、共に強打が売り物のダブルスであリスマッンュの打ち合いが期待される試合である。

前半はお互いに点の取り合いで7-7と なるが、大東。木下組のレシープが安定してくるのに対し、沈
。竹俣

組はミスを繰り返し、連続得点で一気に15-7と 1ゲームを先取した。
2ゲームは、リズムに乗り主導権を握った大束・木下組が2-2か ら一気に11-2と 大きくリードした。沈
・竹俣組も懸命に立ち向かうがどうしてもリズムに乗れず、ミスが減らないまま5-13と なりその後 2点を返
したが大束・木下組が 2点を連取し優勝を決めた。

常に安定したレシープと力強いスマッシュを発揮した大東・木下組の健闘が光り、精神的な強さを印象
づけら

れた。
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女 子 個 人 対 抗 戦 (複 )

戦第 1
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村

野
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ヽ

藍

子
　

宮
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須

西
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崎

(山 梨・甲 府 商 業 )

15-6
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{ }

(愛 媛・新 居 浜 西 )

CD 2
飯 村
り11 島

15- 9
5-15
15- 9

紀
美

亜
祐

田
色

松

一

由 夏
亜紀子 2

(愛 知・愛 知 淑 徳 )

薇
香

薇

知野ヽ

Ｄ

彊

円

Ｇ

}

(福  島・尚   志 )

10-15
15- 1
15- 6

宇 野
1小  田

佳緒里

真 澄

(岡 山・山 腸 女 子 )

子
愛

泰
４
部

畑

Ｄ
岡

桑

Ｇ

(宮  崎・5教聖卜・ミニ]鍋 ) (鳥  取・米 子 北 )

15- 0
15- 1

崎

木

柏

長
弘 美
優美幸

愛

子佳

５

尾

賀

Ｄ

藤

古

Ｇ

(神奈′!|■ 1倉 女子タロ) (長 野・松   代 )

15- 0
15- 3

久美子

千 織

澤

澤

滝

柳
ヽ
１
１
リ

織

繊

香

千

井

田

倉

藤
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松 山 可奈子 2

C

{

(新 潟・新 潟 青 陵 )

15- 9
15-10

(佐 賀・佐 賀 女 子 )

希

希

由

麻

７

瀬

瀬

Ｄ

長

長

Ｇ

(栃 木・宇 都 宮 南 )

15-10
18-14

橋

田

高

神

ヽ
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―

ツ

美 紀
真理子

美

菜

朱

春
下

井

山

亀

―

ｌ

ｒ

リ{

(奈 良・漆   上 )

15-11
15- 7

８

田
永

Ｄ

岡

冨

Ｇ

律 子

真紀子 2

(東  京■ホ大学|ク 丘)

Ｄ

閣

泉

G

}

(富 山・高 岡 女 子 )

15-12
9-15
15- 6

本

ロ

松

原
郷
美

敏
絵

里 衣
加奈子

(福 岡・精 華 女 子 )

{ }

(沖 縄・糸   満 )
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17-14

０

円
村
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吉

徳

Ｇ

子

子

陽
秋

由美子

明 2

佐々木

0吉  田

(秋 田・新   屋 )

ヽ
―

ゝ

―

′

Dll
岸 本 静 枝

杉 本 とも子

C

{

山 口・柳 井 工 業 )

和

紀

美

真

森

見

有

青

子

み

里

ゆ

渕

山

新

畠
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ト
ー
リ

美

樹
睦
由

２

岡
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村

森

G

(滋 賀・滋 賀 女 子 ) (岩 手・花 巻 農 葉 )

15- 4
15- 3

理

子

由

尚

出

山

中

内

子

子佳

雅

美

４

井

縄

Ｄ‐

長

長

Ｇ

(茨 城・常 総 学 院 ) (京  都・西 乙 訓 )

15- 0
15- 5

思

寛千

崎

辺

山

渡

ヽ

，

―

′

子

緒

紀
奈

５

上

園

Ｄ‐

尾

大

Ｇ

(長 崎・鶴 鳴 女 子 ) (高 知・清 和 女 子 )

15-4
15- 5

紀

子

真

靖

６

田

良

Ｄ‐

福

比

Ｇ

(鹿児島・鹿児島女子 ) (島 根・松 江 西 )

15- 9
15-4

津

村
野
中

ヽ
―

ゝ

―

′

由希子

亜由美

穂

恵

瑞

理

永

安

福

岡
ヽ
―
′
リ

D17
山 田 さやか
安 城 美 華 2

G

{

(岐 阜・岐 阜 商 業 )

15- 9
18-13

(大 阪・四 天 王 寺 )

恵

美
千

裕

８

田
山

Ｄ‐
須

長

Ｇ

(栃 木″」ヽ山 城 南 )

15-1
15- 7

崎

原

石

菅
恵理子

弘 子

(岩 手・花 巻 農 業 )

_ヽ′

15-4
15-10

め ぐ美

友 美
瀬
藤

藤
斉

ヽ

ｌ

ｒ

リ

華

子
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総

３
満

綱
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倉

末

Ｇ

(群  馬・前 構 東 )
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(山  形・米 沢 工 葉 )

(福  井・足   羽 )

(大 分・昭 和 女 子 )
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西

中

ヽ
―

ゝ

―
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美

葉

瑠

育

瀬勝

堤
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重 21
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泉
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升

重

ヽ
―
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∫
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藤

原

佐

藤
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亜紀子
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吉

田

G

田

井
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15-3
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森
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―

リ
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渡
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三
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子
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祐
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安

福
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GD31
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恵
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千

本
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15-12

(大 阪・四條畷学園 )
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ロ女 子 複 戦第 2

盤

子洋

崎須

西

ヽ

ｌ

ｒ

リ

幸

子

美

弘

５
浦

峰

Ｄ３

杉
永

Ｇ

(,燎  :本 電 ホ億贅女宇D (和歌山・新   宮 )

15-3
15- 1

薇
香

薇
知

ヽ，

Ｄ３
張
円

Ｇ

}

(福  島・尚   志 )

15-8
15- 9

飯 村
0川 1 島

由 夏
亜紀子

(愛 知・愛 知 淑 徳 )

(宦著  1崎¨

`壇

里卜・ミニ,91)

美

子

智

崚
田
永

仲

徳

愛

子佳

尾

賀

藤

古

ヽ

ｌ

ｒ

リ

GD38
平 島
山ノ内 正

(神奈′II■ 1倉 女子学日)

15-6
12-15
15-7

(1ど  力裁■整ウルスラ字院)

文

美

D39
鴨 田 操 佳

高 木 由佳理 2

G

{

15- 4
15-9

(香 川・香 川 中 央 )

あずさ

可奈子

(佐 賀・佐 賀 女 子 )

山

東

松

ヽ

ｔ

ｒ

リ

希

希

由

麻

瀬

瀬
長

長

ヽ

ｌ

ｒ

′

手
美

直

育

０
部

山

Ｄ４
岩

大

Ｃ

(栃 木・宇 都 宮 南 )(兵 庫・園 田 学 園 )

15- 5
15- 4

D41
岡 田 律 子

= 
永 真紀子 2

G

{ }

暁重

18-16
15-6

後
0 」じ

実

子

照

朝

藤

山

(東  京・B不 大学鶴ケ丘)

Ｄ４
間

泉

G

}

(富 山・高 岡 女 子 ) (北北海道・旭川実業 )

15-12
15-12

郷

美

敏

絵
岩 松 絵理子
0塩 崎 沙 織

D43
深 沢 麻衣子
望  月 紀  子 2

G

{

(沖 縄・糸   満 )

15- 8
15-11

由美子

明

門
村

吉
徳

ヽ
ｔ
ｒ
リ

(山 梨・甲 府 商 業 )

D44
石 丼 愛 子

岡 本 亜耶子 2

G

∫
ヽ

(福  井・足   羽 )(徳 島・城   東 )

15-6
15-12

静 技
とも子

本

本

岸

杉

ヽ

１

１

，

華

子

麗

総
満

綱

倉

末∫
l

(大 分・昭 和 女 子 )

12-15
15- 6
15-6

６

橋

島

４

ヽ

１

Ｄ

ノ

ロ̈

Ｃ

咲  子
さや香 2

(静 岡・富 士 宮 東 )

美

樹

睦

由

岡村

森

(滋 賀・滋 賀 女 子 )

{

(南北海道・札幌静修 )

15- 6
14-18
15- 9

志 保
亜希実 2

子
緒

紀

奈

上

回

尾

大

ヽ
―

，

―

′

G

(長 崎・鶴 鳴 女 子 )

15-11
15-7

D48
早 川
竹 本

(青 森・千 葉 学 園 )

′
―

マ

ー

ヽ

舞

弥由

紀

子

真
靖

田
良

福
比

ヽ

ヽ

ｆ

′

子
美

貴

奈

９

野
泉

Ｄ４

星

平

Ｇ

(鹿児島・鹿児島女子 )(千 葉・西武台千葉 )

18-15
15- 2

D50
堀   哲 子
奥 村 亜紀代 2

G

{

15-12
15-5

田
城

山

安

ヽ

ｔ

ｒ

′

(石 川・金 沢 向 陽 )

さやか

美 華

(大 阪・四 天 王 寺 )

恵

美
千
裕

田
山

須

長

ヽ
―

ゝ

―

，

D51
伴   宏 美
二 瓶 志津香 2

G

{

(南北海道・札幌静修 )

15-10
15-0

穂

子

美

晶
一
稲

武

朝

子

子

直

麻

２
宅

田

Ｄ５

三
島

Ｃ

(和歓山・郡   賀 )(大 分・大 分 女 子 )

15-5
15- 0

G D47
長 井 雅 子

長 縄 美佳子 2
15- 6
15- 2
{

子

愛

祥多

本

新

枡

ヽ

―

′

リ

(茨 城・常 総 学 院 ) (広 島・鈴 峰 女 子 )

二

　

一

′
―

マ

ー

ヽ

子
愛

泰
７
部

畑

Ｄ３

岡

桑

Ｇ

(埼 玉・埼 玉 栄 )

５

多

井

Ｄ４

本

櫻

Ｇ

(栃 木・小 山 城 南 )
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{ }

(鹿児島・鹿児島女子)

10-15
15-10
15- 2

３

務

中

Ｄ５

各

田

Ｇ

江利子

裕 子 2

(岐 阜・岐 阜 商 業 )

小 牧 いずみ
1田 畑 七 重

理

子

真

恵

」
十

Ｌ
ｕ

４

，

Ｌ

Ｄ５

笠

媚

Ｇ

{

(新 潟・新 潟 青 陵 ) (神奈川・北1倉 女子学目)

15- 4
15-7

田

賀

長

古

ヽ
―

ゝ

―

′

ひとみ

昌 子

子

苗

寛

早

５

松

砂

Ｄ５

永

瀬

Ｇ

(宦雪  由懸・B糧聖卜・ミニコ宇1)

15- 6
15-13

崎

月

岩

望

友理子

沙 織

(山 梨・甲府 商 葉 )

子

紀

慶

由

本

部

西

河

D56
吉 田 奈々子
田 井 美 幸 2

G

{

(山 口・柳 井 工 業 )

15- 0
15- 1

(石 川・金 沢 向 陽 )

歩

子

美

明

中

藤

大

近

ヽ
―

ト

ー

′{

(東 京・日本格女学館 )

17-14
15-12

奈

帆

奈

志

GD57
常 世
須々木

子
恵

抄

千

城

城
玉
宮―ヽゝ

―
リ

景

美

千

仁

８

永

本

Ｄ５

出

森

Ｇ

(滋 賀・滋 賀 女 子 ) (沖 縄・南 風 原 )

15-11
15-4

香

香

知

静

９

岡

後

Ｄ５

吉

尾

Ｇ

(大 阪・四條畷学日 )

:5-7
15-9

井

城

酒

西
美智子

真理子

子

美

広

直

０

黒

重

Ｄ

Ｚ

ｕ

(北北海道・旭川実業 )

G

{ }

(山梨・東海大学甲府 )

15- 0
15-3

子

恵

寛

理
斉 藤
0小田切

D61
見 玉   友
村 崎 加奈子 2

G

{

17-16
15-7

下

浦

大

三

ヽ

―

，

―

′

(熙  :本 ■不信腱女字間

佳奈恵

千 春

(富 山・富 山 商 業)

D62
石 本 ちひろ
佐 藤 行 代 2

G

{

15- 0
15-8

宅

島

三

田

ヽ

―

，
―

′

(香 川・香川中央 )

綾 子
佳代子

子

子

逸

祐

宮上

南

ヽ
―

ゝ

―

プ

D63
古 谷 充 峰

森   かおり 2

G

{

(京 都・成 安 女 子)

15-1
15-3

(福  岡・九胴 鷹絆付属)

G

{

15-12
15- 1

籠

司

雄

口

ヽ
―

ゝ

―

プ

D64
今 川
辻 田 祐

(群 馬・前 橋 東 )

めぐみ

良 子
静

子

D65
木 下 めぐみ

中 尾 紀 子 2

G

{ }

(奈 良・―   条 )

15-3
15-8

川 まゆみ
柳 奈津子

(千 葉・千 葉 敬 愛 )

」ヽ

0小

V

D66
井 川1 里
岩 脇

15-4
15-4

G
子

子

尚

孝

田

邊

臭

渡

ヽ
―

，

―

ツ

美

史

(埼 玉・埼 玉 栄 )
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(愛 媛・新 居 浜 西 )

(宮  :城嗜 ウルスラ早闘

(愛 知・愛 知 淑 徳)

(岡 山・山 陽 女 子 )

(二 重・  暁  )



ロ第 3女 子 複 戦

薇

香

薇

知谷

張

円

ヽ
―

ゝ

―

′

幸

子

美

弘

７

浦

峰

Ｄ６

杉

永

Ｇ

{

(熊 本・餞相 1女 性 ) (福  島・尚   志 )

15-5
15-3

子
愛

泰都

畑

岡

乗

ヽ
―

ゝ

―

′

文

美正

８

島

内

平

山

(宮 城・

"ル
スラ鶴 ) (宮 崎・

“

鯉ドミニ,糊 )

GD6
15-11
14-18
17-14

子

美

直

育

９

部

山

Ｄ６

岩

大

Ｇ

(兵 庫・園 田 学 園 )

15-12
15-7

田

木

鴨

高

ヽ
―

ゝ

―

プ

操 佳
由佳理

(香 川・香 川 中 央 )

Ｄ７

間

臭

G

(富 山・高 岡 女 子 )

15-11
15-12

椰

美

敏

絵

田

永

岡

冨

律 子
真紀子

(東  京・Bホ 大学|ケ 丘)

D71
石 井 愛 子

日 本 亜耶子 2

G

{ }

(徳 由・城   東 )

15-4
13-18
18-13

沢

月

深

望
麻衣子

紀 子

(山 梨・甲 府 商 業 )

八

河
二ｒ

１

２

１
１

ヽ

保

実希

志

亜

２

多

井

Ｄ７

本

根

Ｇ

(南北海道・札幌静修 ) (静 岡・富 士 宮 東 )

子

香

橘 咲

島 さや

D73
長 井 雅 子

長 縄 美佳子 2

C

}
∫
l

15-4
15-7

(茨 城・常 総 学 院 )

早 りII   舞
0竹 本 由 弥

(青 森・千 葉 学 園)

子
美

貴

奈

野

集

星

平

ヽ
―

ト

ー

′

D74
堀   哲 子
奥 村 亜紀代 2

C

{

(千 葉・西武台千葉 )(石 川・金 沢 向 陽 )

15- 4
15-5

美

香津

宏

志瓶

伴

二

ヽ

Ｉ

Ｐ

リ

子

子

直

麻

５

宅

田

Ｄ７

三

島

Ｇ

(大 分・大 分 女 子 ) (南北海道・札幌静修 )

∫
ヽ

15-12
15-6

理

子

真

恵

６

井

山

Ｄ７

笠

籠

Ｇ

(新 潟・新 潟 青 陵 )

務

中

各

田

江利子

裕 子

(岐 阜・岐 阜 商 業 )

世

木々

常

須

ヽ

―

，
―

′

二ｒ
ｌ

‘

―

ヽ

景

美

千

仁

８

永

本

Ｄ７

出

森

Ｃ

(滋 賀・滋 賀 女 子 ) (東京・日本橋女学館 )

奈

志

奈

帆

香

香

知

静

岡

後

吉

尾
１ヽ
ゝ
―
リ

子
美

広

直

９

黒

重

７

ｉ

ｌ

Ｄ

石

１

Ｇ

(北北海道・旭川実業 ) (大 阪・四條畷学日 )

{

D80
見 玉   :友
村 崎 加奈子 2

G

{

15-5
3-15
17-14

本

藤

石

佐
―ヽ
ト
ー
′

(熊 本・購

"孵
臓)

ちひろ

行 代

(香 川・香 川 中 央 )

D81
古 谷 充 峰

森   かおり 2

G

{ }

15-10
15-2

静

祐 子

(福  岡・九艘 摩博 付1)

今 川
0辻 田

(群 馬・前 績 東 )

C

∫
l

(奈 良。一   条 )

15- 5
15-7

めくみ

紀 子
下

尾

木

中

ヽ
１

２

１

′

D82
井 り11 里
岩 脇

(埼 玉・埼 玉 栄 )

美

史

、
…
′

子

苗

寛

早

松

砂

永

濃

ヽ
―

，

―

プ

奈々子

美 幸 2
15-1
15-4∫
l

７

田

井

Ｄ７

吉

田

Ｇ

(石 川・金 沢 向 陽 ) (宮 崎・麟針・ミコ鋼 )
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15-8
15-3

15-6
15-11
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文

美正

島

内

平

山

ヽ
―

ト

ー

′

幸

子

美

弘

３

浦

峰

Ｄ８

杉

永

Ｇ

{

(1猿  冽ゝ・ 磐本信彙文字険) (宮  ,裁「妻
ウルスラ宇D

15- 5
15- 4

子
美

直

育

部

山

岩

大

ヽ
―

ト

ー

′

Ｄ８

閣

泉

G

(富 山・高 岡 女 子 ) (兵 庫・園 田 学 園 )

18-13
15-12

郷

美

敏

絵

D85
本 多 志 保

根 井 亜希実 2

G

{

(徳 島・城   東)(南北海道・札幌静修 )

15-5
15-3

愛 子
亜耶子

井

本

石

岡

ヽ
―

，

―

′

D86
堀1   哲 子
奥 村 亜紀代 2

G

{ }

17-14
15-6

井

縄

長

長

雅 子
美佳子

(茨 城 .常 総 学 院)

理

子

真

恵

井

山

笠

媚

ヽ
―

ト

ー

′

子

子

直

麻

７

宅

田

Ｄ８

三

島

Ｇ

{

(大 分・大 分 女 子 ) (新 潟・新 潟 青 陵)

15-7
15-8

景

美

千

仁

永

本

出

森

ヽ
―

ゝ

―

′{

(滋 賀・滋 賀 女 子)

15-4
15-5

８

田

丼

Ｄ８

吉

田

Ｇ

奈々子

美 幸 2

(石 川・金 沢 向 陽 )

子

美

広

直

９

黒

重

Ｄ

石

止

Ｇ

(北北海道・旭川実業 )

{

15-7
15-5

玉
崎

兄

村

ヽ
―

ゝ

―

′

友

加奈子

(熊  本書本億彙女字D

D90
古 谷 充 峰

森   かおり 2

G

{ }

(福  岡・九州国際大螢付属)

井 川1 里 美
1岩 脇   史

(埼 玉・埼 玉 栄 )

女 子 複

幸

子

美

弘

‐
浦

峰

Ｄ９

杉

永

Ｇ
閻

泉J

l }

(熊 本電相 1婢 院) (富 山・高 岡 女 子 )

15-11
17-15

麟

美

敏

絵

D92
堀1   哲 子
奥 村 亜紀代 2

G

{

(南北海道・札幌静修 )

15-5
15-4

多

井

本

捜

ヽ
―

ゝ

―

ツ

(石 川・金 沢 向 鵬 )

志 保
亜希実

子

子

直

麻

３

宅

田

Ｄ９

三

島

Ｇ

{

(大 分・大 分 女 子 )

15-6
15-8

田

井

吉

田

ヽ
―

ゝ

―

′

奈々子

美 幸
子

美

広

直

黒

重

石

山

ヽ
―

，

―

′

D94
古 谷 充 峰

森   かおり 2

(北北海道・旭川実業 )

G

{

15-2
15- 9

(福 岡・九胴 臥 学付属)
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(石 川・金 沢 向 陽 )

15-10
12-15
15-6

準 々 決 勝

(石 川・金 沢 向 鶴 )



準 勝女 子 複

|

GD96
古谷  充峰

2
森  かおり
(福岡 。川 1暉貯出 )

三宅 直子
0
島田 麻子
(大分・ 大分女子 )
}

15- 9

15- 4| |

堀  哲子
0
奥村 亜紀代
(石川・ 金沢向陽〉

2
15- 8

17-14

CD95
杉浦 美幸

水峰 弘子
(熊本・ 熊柑1女常 )

第 2、 第 3ン ~ドを破り調子の波に乗る古谷・森組、 |
三宅・ 島田組の九州同士の対戦となった。古谷・森組は |

2点を先取し幸先の良いスタートを切ったが、三宅・島 |

田組もサービス権を取り返すと5点を連取し、その後も |

2点を加え7-2と リードした。しかし、古谷・森組も |

一度のサービスオーバーがあったが一気に7-7と 追い |

つき、以後森がつないで古谷がスマッシュを打つパター |

ンで徐々に点差を広げ、 6回の長いラリーをすべて取っ |

て古谷・森組が 15-9で 先取した。         |
第 2ゲームに入っても、三宅・ 島田組はスマッシュや |

ドライプが決まらず、相手の切り返しにあいリズムに乗 |

れずミスを重ねた。好試合が期待された対戦であったが

、三宅・島田組は前半に上げた4点に止まり最後は森が

スマッシュを切り返 し15-4で 快勝、決勝へ駒を進め
た。

準々決勝まで互いに2-0のストレート勝ちで準決
勝に進出してきた。第 1ン ードで全国選抜を制した熊

本信愛の杉浦・永峰組と第4ン ード金沢向陽の堀・奥

村組の対戦となった。 1ゲーム信愛ペア杉浦のネット

前タッチの素早いプレーに水峰のサウスポー独得の鋭

いスマッシュで、やや力みが見られた向陽ペアを6-
0で リードした。しかし向陽ペアも落ち着きを取り戻
しレシープが安定してき、信愛ペアのミスを誘い6-
6と した。その後一進一退となったが、信愛杉浦が前

衛でのプレーに冴えを見せ、また永峰のレシープが安

定してきて 15-7と 信愛ペアが先取した。
第 2ゲーム信愛ペアのミスで2-0と 向陽が先制し
たが、信愛が攻撃力で巻き返し5-2と 逆転した。し
かし、堀・奥村組のガッツあるプレーで 8-5と向陽
が逆転、8-8と信愛が追いついたが向陽がまた 11
-9と リード、シーソーゲームの木 14-11と 向陽
がゲームポイントを握ったが、チャンスでの奥村のミ

スでゲームのながれは信愛ペアに傾き、永峰のスマッ

シュがェースとなるなど、一気に14オールのセティ
ングとなり、信愛ペアがリズムを取り戻し3点を連取

し2-0で決勝進出を果たした。

女 子 複

杉浦 美幸  「
永峰  弘子  l

(熊本・熊本信愛女学院 )｀
|

古谷 充峰

森 かおり
(福岡 。九州国際大学付属 )

GD97
15-11

15- 8

女子タブルスの決勝は、ここまで全て 2-0で順当に勝ち上がって来た第 1シードの杉浦 。永峰とノーシード
ながら第 2シ ード井川・岩脇 (埼玉栄)を破り勢いに乗っている古谷・森 (福岡)との九州同士で攻撃的なダブ

ルスの戦いになった。

第 1ゲーム序盤は、積極的に打って出る杉浦・永峰組が 5-2と リードするが、中盤になり古谷・森組も果敢
に攻撃を仕掛け8-6と 逆転する。しかし、杉浦・永峰組も相手のレシープを崩し、 11-8と 再逆転、一進一
退の好プレーが続き11-11の 同点から相手のミスにつけ込んで、杉浦 。永峰組が 15-11と このゲームを
を勝ち取った。

第 2ゲームは、序盤相手の攻撃を崩した古谷・森組が 3-0と リードするが、杉浦・永峰組は後衛がスマッシ
ュを打ち前衛がネット前で決める攻撃パターンで相手の守備隊形を崩し、すぐに4-3と逆転。その後 11-6
と大きくリードした杉浦・永峰組が食い下がる古谷・森組を 15-8と 破リゲームを連取した。
終始攻め続けた杉浦・永峰組がゲームカウント2-0で快勝し、栄冠を手にした試合であった。
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f

l }
1中 西 洋 介

9-15
15-9
15-12

(埼 玉・上   尾 )

}{
清 水 1沈   逸 文

(福 島・尚  志 )

BS93
10-15
15-7
17-14

裕 2

東 )(群  馬・前 橋
}

BS94
15-12
15-4大 束 忠 司 2 0小 吹 公 彦

(熊 本・八 代 東 ) (埼 玉・越 谷 南 )
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立分
口
Ｈ
川

淮~†~男子単

|

BS96

大束 ′忠司  2

(熊 本・ 八代東 )

清水  裕

(群馬・前橋東)
|

()

15-12

15- 4

BS95

舛田 圭太

〈石川 。金沢市

rl
24
11
立工業

ヽ
:

卜0 川口 馨士
″
(滋賀 。鶴翔批軸〉

5-12

5- 2
)

全国総体 2連覇を目指す舛田とダブルス準決勝を戦
って敗れた川口との対戦は、疲労の度合いがどのよう

にプレーに影響を及ぼすか興味のもたれる試合である。

第 1ゲーム川回のサービスで試合が開始されたが、

前半川回のコンビネーションの良いショットが決まり

、それが舛田のミスを誘い5点連取で8-3と リード
を広げダブルスの疲労を感じさせない勢いであった。

しかし、舛田も徐々に調子をあげ7-8と追い上げて
10オールとした後 13-10と リード、川口も12
-13と良く粘ったが力つき15-12で 舛田が先取
した。

第 2ゲームに入ると舛田に本来のスピード、正確さ

が戻って来た反面、川日には疲労が見えはじめ 10-
0と舛田が大きくリードした。川日はその後 2点を返

すのが精一杯で結局 15-2と 大差で舛田が決勝進出
を決めた。

大束は団体戦で優勝を飾り、複は決勝に駒を進めてお

り、この準決勝を勝ち残れば 3冠のチャンスもある。一

方清水は、第3シ ードの沈を激戦の末下して準決勝に勝

ち上がって来た。

第1ゲーム立ち上がりお互いに相手の様子を見るラリ
ーをしながらも、大束は6-2と ポイントをリード、清
水も攻撃に転じ徐々に追い上げを開始し、ついに9-8
と逆転に成功する。しかし、大束はここから粘り強いプ

レーを展開し、フェイントのかかったヘヤービンとスマ

ッンュで清水を引き離し15-12と接戦をものにした。
第 2ゲームロは、長いラリーでスタートしたが、大東
の丁寧な配球で清水のミスを誘い8-0と 大きくリート
を広げた。清水もよく粘ったが大束の上手さに得点を上

げることが出来ず、結局15-4で大束が取り決勝進出
を決め、これで全種目の決勝戦に残った。

●
　

●
決男子単

BS97

′

舛田 圭太  24

(石川。金沢市立工業リ

15-

15-
ｎ

）

ヽ

１
ｌ

ｒ

ｉ

Ｊ

７

　

３
大束 忠司

(熊 本・ 八代東)

男子シングルス決勝は、昨年と同じ組み合わせとなり大東は先の学校対抗とダブルスで優勝しており、3冠王

をかけての対戦となった。一方舛田は2年連続のシングルスチャンピオンを目指しての戦いである。

第 1ゲーム前半舛田の攻撃が冴えて、大束はサービス権を取るが得点出来ず10-2と大きくリードされ苦し
いスタートとなった。しかし、大東も舛田の攻撃に耐えて7-11と追い上げたが、クリヤーがバックアウトや
スマッシュレシープのミスで7-13と舛田に大きくリードされた。 14点日は、舛田の絶妙なドロップが決ま

り、最後は大束がスマッシュをサイドアウトして舛田が1ゲームを先取した。

第 2ゲームは、舛田ペースで始まった。大束のサイドアウトや
ヘヤーピンがネットを越えず一気に6-0と 舛

田がリードした。中盤以後も舛田の優勢は続き10-3と 大きくリードし、舛田はスマッシュを打たず大束を動

かしミスをさそい14-3と なり、最後は舛田がスマッシュを決め、その瞬間2年連続のシングルスチャンピオ

ンが決まり、大束の 3冠王の夢は消えた。
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女 子 個 人 対 抗 戦 (単 )
口 戦第 1

CS l

岩 崎 友理子 2

(山 梨・甲 府 商 業 )

{ }
1板 持 裕 子

11- 1
11-12
11-0

(島 根・大   東 ) 宮 )

藍

11-1

11- 1 0須 崎

(和歌山・新

0山 本 絢 子

(静 岡・富 士 宮 東)

}

11-8
11- 1

CS 4

高 井 裕 美 2

(佐 賀・佐 賀 女 子 )

{
松 志 保

11- 1

11-0 0平

(長 野・赤   穂 )

CS 5

大 中 美 歩 2

(愛 媛・新 居 浜 西 )

{ }
橋 美 紀

形・米 沢 工 業 )

11-3
12-11 0高

(山

1早 りll   舞

(青 森・千 葉 学 日 )

CS 6

常 世 奈 奈 2

(東京。日本格女学館 )

}{

5-11
11-5
11-4

{ }
飯 田 有 紀 2 本 静 枝

11-7
11-6 0岸

(福

CS 7

(二  重・松   阪 ) 井・足   羽 )

CS 8

入 江 美 保 2

(兵 庫・夙 川 学 院)

0尾 上 紀 子

(長 崎・鶴 鳴 女 子 )

∫
k

11-6
12-11

CS 9

安 藤 麻 樹 2

(高 知・清 和 女 子 )

∫
ヽ }

木 東 )

ゆか子

11-3
11-3 0新 堀

(神奈川・厚

0佐々木 陽 子

(秋 田・新

CS10

勝 瀬 瑠 美 2

(徳 島・城   東) 屋 )

チ
ヽ

11-7
12-11

CS12

田 部 泰 子 2

(宮 崎・‖里ドミコ,日 )
{ }

12-10
11-4 0新 渕 里 子

(岩 手・花 巻 農 業 )

CS13

上 宮 逸 子 2

(京 都・成 安 女 子 )
}{

山   梢

木・宇 都 宮 南 )

11-5
8-11
11-8
1杉

(栃

CS14

郎   有 覧 2

(大 阪・四 天 王 寺 )

}

11-2
11-3 0村 上 菜穂子

(鳥 取・鳥 取 東 )

CS15

李    嘉 2

(埼 玉・本 庄 第 一 )

0小 牧 いずみ

(鹿児島・鹿児島女子 )

}{

11-0
11-2

CS16

長 縄 美佳子 2

(茨 城・常 総 学 院)
{ }

井 春 菜
11-2
11-8 0亀

(奈 良・添   上 )

CS18

橋 本 純 子 2

(熊 本・鱗

"女
■ )

CS17

奥 村 亜紀代 2

(石 川・金 沢 向 陽 )

{ } { }

11-4
11-2

11-2
11-2 0木 下 めぐみ0山 本 泰 子

(岡 山・倉 敷 翠 松 ) (奈 良・一   条 )

ヽ_/

CSll

田 中 裕 子 2

(岐 阜・岐 阜 商 業 )

0金 城

(沖  縄・南

11-3
11-3
}

江利子

風 原 )
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CS 2

松 本 里 衣 2

(福 岡・精 華 女 子 )

{

CS 3

相 山 息 子 2

(新 潟・新 潟 青 陵 )

{ }

}

{

∫
l



{ }

11-7
11-5

CS19

山 本 みのり 2

(千 葉・中 央 学 院 )

ヽ

ナ0戸 田智子

(山形・山形城北女子 )

{

11-1

11-2

CS21

福 田 未知留 2

(高 知・清 和 女 子 )

{ }
崎 彩 子

11- 1

11-1 0宮

(山 口・下 関 南 )

CS22

武 一

(和歓山・那

田 秋 子

田・新   屋 )
{ }

賀 )

11-3
11- 1 0吉

(秋

美 穂 2

CS23

佐 合 友 麻 2

(愛 知・愛 知 淑 徳 )

りll いづみ

崎・鶴 鳴 女 子 )

}

(長

0山

CS24

福 田 真 紀 2

(鹿児島・鹿児島女子 )

0須 藤 雅 子

(青森・弘前学院聖愛 )

}

11-2
11-0

GS25

藤 崎 有 美 2

(福 井・仁 愛 女 子 )

{ }
瀬 由 希

木・宇 都 宮 南 )

1長

(栃

CS26

藤 尾   愛 2

(神奈川・11倉 女子学口)

}

∫
ヽ

11-4
11-8 0川 1 上 ふ み

(長  野・須   坂 )

OS27

上 田 絵 美 2

(滋 賀・滋 賀 女 子 )

{ }
砂 早 苗

11-8
11-3 0瀬

(宮 崎・‖里ドミコ糊 )

J

ヽ }
野  津

CS28
11-2
11-6由希子 2

江 西 )

0大 内 薔 子

(島 根・松 (福 島・郡 山 女 子 )

CS29

東   あずさ 2

(佐 賀・佐 賀 女 子 )

{ }
1西 村 五 月

11-5
4-11
11-5

(京 都・西 乙 訓 )
{ }

暁重

後 藤 照 実 2

GS30
11-4
11-2 0下  田 美乃恵

(沖 縄・与   勝 )

1長 井 雅 子

(茨 城・常総 学 院 )

{ }

9-12
11-5
11-5

CS33

山 田 万莉子 2

(東京・日本格女学館 )

{ }
藤 明 子

媛・新 居 浜 西 )

11-3
11-4 0近

(愛

CS34

望 月 紀 子 2

(山 梨・甲 府 商 業 )

{ }
山 ゆ み

手・花 巻 晨 業 )

11-4
11-1 0畠

(岩

GS32

岩 部 直 子 2

(兵 庫・田 田 学 目 )

0森 山 幸 子

(広 島・鈴 峯 女 子)

{ }

-62-

CS20

辻 田 祐 子 2

(群  馬・前 橋 東 )

0倉 井 香 織

(新 潟・新 潟 青 陵)

{

11-5
11-5

{

11-8
10-12
11-6

CS31

楠 木 麻衣子 2

(富  山・富 山 商 業 )

11-0
11-1



ロ女 子 単 戦第 2

0岩 崎 友理子

(山 梨・甲 府 商 業 )

{ }

(福 島・尚   志 )

CS35
11-0
11-0張   薇 薇 2

CS36

松 本 里 衣 2

(福 岡・精 華 女 子 )

1媚 山 恵 子

(新 潟・新 漏 青 陵)

{ }

6-11
11-7
11-6

CS37

今 り|1   静 2

(群 馬・前 橋 東 )
{ }

0高 井 裕 美
11-5
11-3

(佐 賀・佐 賀 女 子 )

}

11-0
11-5

CS39

二 瓶 志津香 2

(南北海道・札幌静修 )

0常 世 奈 奈

(東京・日本格女学館 )

{

12-10
11-6

{ }
0飯 田 有 紀

11-0
11-3

(二 重・松   阪 )

CS41

入 江 美 保 2

(兵 11・ 夙 ′|1学 院 )

{ }

11-5
11-6 0平 泉 奈 美

(千 葉・西武台千葉 )

CS42

枡 本   愛 2

(広 島・鈴 峯 女 子 )

0安 藤 麻 樹

(高 知・清 和 女 子)

11-6
11-3

GS43

斉 藤 寛 子 2

(山梨・東海大学甲府 )

{ }

11-2
11-1 0勝 瀬 瑠 美

(徳 島・城,  東)

0西 本 慶 子

(山 口・柳 井 工 葉 )

CS44

田 中 裕 子 2

(岐 阜・岐 阜 高 集 )

{

11-6
11-4

CS46

上 宮 逸 子 2

(京 都・成 安 女 子 )

1石 本 ちひろ

(香 ′‖・香 川 中央)
{ }

1-11
11-9
11-8

CS48

李    嘉 2

(埼 玉・本 庄 第 一 )

0塩 崎 沙 織

(北北海道・旭川実業 )

{ }

11-7
11-5

0■ 田   愛

(宮 城・ヨウルスラ霧 )

CS49

長 縄 美佳子 2

(茨 城・常 総 学 院 )

{

11-8
11-4

CS50

三 宅 直 子 2

(大 分。大 分 女 子 )

0奥 村 亜紀代

(石 川・金 沢 向 鵬 )

{ }

11-1

11-8

0堀   哲 子

(石 川・金 沢 向 陽 )

CS51

橋 本 純 子 2

(熊 本・E相 費女犠 )

{ }

12-11

12-9

CS52

山 本 みのり 2

(千 葉・中 央 学 院 )

0河 島 さや香

(静 岡・富 士 宮 東 )

}

11-6
11-5

ヽ_/

CS45

日   敏 郷 2

(富 山・高 岡 女 子 )

0岡

(宮

部 泰 子

崎・贅聖ドミニ〕■ )

1岡 部 亜 衣

(愛 知・高   蔵 )

11-3
11-0
{

{ }

CS47

鄭   存 覧 2

(大 阪・四 天 王 寺 )

9-11
11-6
11-6
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GS38

勝 嶋 梨 絵 2

(滋 賀・露 書 口雌 山)

0大 中 美 歩

(愛 媛・新 居 浜 西)

{

}

CS40

永 峰 弘 子 2

(熊  :本■本は1女

'D

{

}

}

{



CS53

江 藤 香 織 2

(大 分・昭 和 女 子 )

田 1■  子

馬・前 橋 東 )
{ }

11-7
6-11
11-9
1辻

(群

CS54

吉 岡 知 香 2

(大 阪・四條畷学園 )
{ }

11-5
11-4

GS55

武 ― 美

(和歓山・郡

{ }
崎 詠 子

梨・甲 府 商 業 )

10-12
11-5
11-4

穂 2

賀 )

1矢

(山

GS56

佐 合 友 麻 2

(愛 知・愛 知 淑 徳 )

{ }

(鳥 取・  境  )

11-9
8-11
11-3
1日 野 由希江

CS57

福 田 真 紀 2

(鹿児島・鹿児島女子 )

1米 田 佳 代

(香 川・高 松 商 業 )

}{

11-4
11-12
11-7

CS58

岩 松 絵理子 2

(北北海道・旭川実業 )

0藤 崎 有 美

(福 井・仁 愛 女 子 )

{ }

11-7
11-?

CS59

伴   宏 美 2

(南北海道・札幌静修 )

0藤 尾   愛

(神奈川・北暉倉好 学口)

{ }

12-11
12-10

CS60

上 田 絵 美 2

(滋  賀・滋 賀 女 子 )
}{

11-2
11-2 0福 永 瑞 穂

(岐 阜・餃 阜 商 業 )

{ }
野  津 井 愛 子

CS61
11-6
3-11
11-3

由希子 2

江 西 )

1石

(徳(島 根・松 島・城   東 )

CS62

井 り11 里 美 2

(埼 玉・埼 玉 栄 )

あずさ

賀・佐 賀 女 子)

}{

(佐

0東
11- 1

11-7

1井 山 美 里

(岡 山・山 陽 女 子 )

{ }

暁

後 藤 照 実 2

CS63
11-6
8-11
12-9

CS64

数 田 裕 美 2

(宦ヨ ウ2・ 里ウルスラ需 )

0楠 木 麻衣子

(富 山・富 山 商 業)
{

11-5
11-2

CS65

岩 部 直 子 2

(兵 庫・目 田 学 口 )

0山 田 万莉子

(東京。日本格女学館 )

1

1

{

V

GS66

森   かおり 2

(福  岡・九‖田饉大学付属)

0望 月 紀 子

(山 梨・甲 府 商 業 )

11-2
11-2
{ }
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0福 田 未知留

(高 知・清 和 女 子)



ロ第 3女 子 単 戦

{ }
本 里 衣

(福 島・尚   志 )

CS67

岡・精 華 女 子 )

4-11
11- 1

11-0
1松

(福

CS68

勝 嶋 梨 絵 2

(滋 賀・廷
=響
1鳳山) 東 )

{

(群

11-3
12-9

馬・前 橋

0今 りIl   静

CS69

永 峰 弘 子 2

(熊 本・鱗 誡 女引け

0二 瓶 志津香

(南北海道・札幌静修 )

1

1

{

GS70

枡 本   愛 2

(広 島・鈴 峯 女 子 )

{ }

11-4
11-3 0入 江 美 保

(兵 庫・夙 川 学 院 )

CS71

斉 藤 寛 子 2

(山梨・東海大学甲府 )

0田 中 裕 子

(岐 阜・岐 阜 商 業)

1

{

GS72

閥   敏 郷 2

(富 山・高 岡 女 子 )
{

宮 逸 子

都・成 安 女 子 )

11-0
11- 1 0上

(京

{ }
0鄭   有 維

11-0
11-4

(大 阪・四 天 王 寺 )

CS74

三 宅 直 子 2

(大 分・人 分 女 子 )

縄 美佳子

城・常 総 学 院)

{ }

(茨

1長
8-11
11-5
11-3

GS75

橋 本 純 子 2

(熊 本・1鵜 撤 報 )

本 みのり

葉・中 央 学 院 )

{

(千

0山
11-2
11-1

CS76

吉 目 知 香 2

(大 阪・四條畷学園 )

}

11-3
11-8 0江 藤 香 織

(大 分・昭 和 女 子 )

0福 田 真 紀

(鹿児島・鹿児島女子)

{ }

11-4
11-2

CS79

伴   宏 美 2

(南北海道・札幌静修 )

0上 田 絵 美

(滋 賀・滋 賀 女 子 )

{

12-11
11-3

CS80

丼 ′|1 里 美 2

(埼 玉・埼 玉 栄 )
{

11-5
11-1 0野 津 由希子

(島 根・松 江 西)

0後 藤 照 実

(二 重・  暁  )

11-8
11-2

CS82

森   かおり 2

(福‐ 岡。九‖日鷹大学付属)

{ }
0岩 部 直 子

11-7
11-3

(兵 庫・園 田 学 園)

V

CS77

佐 合 友 麻 2

(愛 知・愛 知 淑 徳 )

0武 ― 美 穂

(和歌山・郡

11-2
11-4
{ }

賀 )
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張    薇  薇 2

}

CS73

李    嘉 2

(埼 玉・本 庄 第 一 )

} {

CS78

岩 松 絵理子 2

(北北海道・旭川実葉 )

} }

CS81

数 田 裕 美 2

(宮  城・1ウルスラ●E)

{ }
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CS84

永 峰 弘 子 2

(焦  
～
麟本信曇女年臓)

{ }

11-2
11-2 0枡 本   愛

(広 島・鈴 峯 女 子 )

CS83

勝 嶋 梨 絵 2

(ぷ2 ,E¨廷日寺宇口比1山 )

CS85

閥   敏 郷 2

(富 山・高 岡 女 子 )

志 )

f

ヽ }

}

∫
l

11-3
12-10 0張   薇 薇

(福 島・尚

11-4
11-2 0斉 藤 寛 子

(山梨・東海大学甲府 )

CS86

李    嘉 2

(埼 玉・本 庄 第 一 )

子直宅三
ヽ
ｌ
ｒ
リ{

(大 分・大 分 女 子 )

11- 1

11-5

CS87

橋 本 純 子 2

(1熙月卜・1ネ健1女 字臓)

f

ヽ }
岡 知 香

阪・四條畷学園 )

11-7
11-8 0吉

(大

CS88

岩 松 絵理子 2

(北北海道・旭川実業 )

合 友 麻

知・愛 知 淑 徳 )(愛

0佐
11-7
11-1

CS89

井 り11 里 美 2

(埼 玉・埼 玉 栄 )

0伴   宏 美

(南北海道・札幌静修 )

{ }

11-8
11-6

CS90

森   かおり 2

(福  岡・九州日饉大学付属)

{ }
0数 田 裕 美

11-0
11-5

(宮 城・

"ル
スラ需 )

女 子 単 準 々 決 勝

CS91

永 峰 弘 子 2

(1鴫  ,本 |・ ,本信腱女宇臓)

0勝 嶋 梨 絵

(滋 賀・鵬 絆 1比 a由 )

∫
l }

12-9
11-2

CS92

日   敏 椰 2

(富 山・高 岡 女 子 )

0李    嘉

(埼 玉・本庄第 一)

{ }

11- 1

11-3

CS93

岩 松 絵理子 2

(北北海道・旭川実業 )

11-6
11-7 川 里 美

玉・埼 玉 栄 )

GS94

森   かおり 2

(福  岡・九州口自大

'付

属)

{ }

12-11
12-11 0井

(崎
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券口Ｈ
川決女子単

CS95

閻 敏郷  2

(富山・ 高岡女子)
| |

0 永峰 弘子

(熊本・鮮緩婢D

CS96

森  かおり   2

(福 岡 。九州‖臥 ?|1属 )
|

ヽ
1

'0 
岩松 絵理子

″
(」ロヒ海道・旭川実業)

11-5

1)-3

森は複の準決勝直後のゲームであったが疲労の様子も
なく、ショートサービスを多用しゲームの主導権を握っ

た。前半3-1と森がリードしたところで岩松が踏ん張
り何回となくサービスオーバーを繰り返すが森に得点を
与えず我慢の末4点を連取し、5オ ールと追いついたが、
岩松もここまでが精一杯であり、以後森のスピードある

攻撃についていけず、一気に6点を取られ5-11と ゲ
ームを失った。
2ゲームに入っても森の勢いは止まらず、7点連続得
点をあげ、大きくリードし以後岩松に3点を与えただけ
で11-3と完勝した。岩松は暑さのためか前日のスマ
ッシュの切れがなく完敗した。

第 1シ ードの張 (尚志)を敗った勝島 (比叡山)を
接戦で退けた永峰と中国人留学生同士の準々決勝を制

した間との対戦となった。

第 1ゲームは永峰のロングサービスで始まり、前半
はクリヤーの応酬で4-4と 互角の展開を見せ間のネ
ットミス等で永峰が 7-5と リードしたが、後半に入
るとスピードとパワーに勝る間が早いテンポで主導権

を握り、ショートサービスからラリーを組み立て 6点
を連取し、このゲームを取った。

ダブルスで決勝まで駒を進めた永峰は連戦の疲れか

、自分のベースがつかめず、 2ゲームに入っても間が
ロングとショートサービスのコンビネーションで試合

を組み立て終始リードし、高い打点からのスマッシュ

、クロスネットと多彩な攻撃とネット際の差が出て3
-1から7点を連取し、最後はスマッシュを決め11
-2で勝ち決勝へ駒を進めた。

ヽ

女子単
券口Ｈ
月

GS97 間  敏椰  2

(富山・高岡女子 )

0 森| かおり

〈福岡・九州国際大学付属)

一　

　

一

ｒ

ｌ

１

１

‥

も

1

|0

女子シングルス決勝は、ダブルスでも決勝に進出した森と中国人留学生閻との対戦となった。札幌での選

抜大会では、森が2-1で間を下しており間の雪辱がなるか、それとも森が粘りを見せ賜杯を握るか興味の
あるうJ芽となった。

間のサービスで第 1ゲームが始まった。間は速いフットワークとシャトルヘの速いタッチで、正確にクリ

ヤーとドロップを各コーナーヘ配給し、終始先手を取ったラリーで、動きに堅さが見えミスを連発する森に

対し得点を重ね 11-1で 1ゲームを先取した。 2ゲームロに入っても、間は疲労のためか集中力を欠きい
つもの粘り強いプレーが見られない森に対して攻撃の手を級めず、11-0と圧勝し優勝に輝いた。
結局この試合は、ダブルスの疲れが残っていたのか、森は最後まで自分の力を発揮することができず、間
の良いところばかりが目立った一方的な展開で終わったゲームであった。
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平成 8年度全国高等学校総合体育大会

高松宮・高松宮妃賜杯
第 47 全国高等学校バ ドミントン選手権大会
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森   か お り
(福 岡・九州国際大学付属 )

個 人 対 抗 (単 )学 校 対 抗 個 人 対 抗 (複 )

ノヽ 束 大束  忠司 。木下
(熊本・八   代

伸介
東 )

舛 田   圭 太
(石川・金沢 市立工業 )

上 ′ι

(埼 玉 )

沈  逸文・ 竹俣
(福島・ 尚

洋 平

志 )

大 束

(熊本・ 八

司

東

忠
卜
ヽ

札  幌  第
(南 北 海道 )

杉島  学 。川口 馨士
(滋 賀・延暦寺学園比叡山)

川 日   馨 士
(滋賀・延暦寺学園比叡山)

院常  総 学

茨 城
緒方  悟史・ 藤田
(茨城・常  総  学

真人

園 )

清 水
(群馬 。前

裕

橋  東 )

金 沢 市 立 工 業

(石 川 )

佐藤  祐亮・ 三上  裕司
(南北海道・札 幌 第 一 )

久 保   直 輝
(香川・ 高松商業   )

府  商
(山 梨

福 室  明宏・ 川崎
(埼玉 。上

健

尾 )

小 吹
(埼 玉 。越

公

谷

彦

南 )

中 西
(埼玉・ 上

洋 介
尾 )

一
ム大 阪  学

(大 阪
車  浩明・ 茶谷  徳晴
〈石川 。金 沢 市 立 工 業 )

平野  耕作・ 山本
(二重・   暁

悠 次

)

沈
(福島・ 尚

・）〈
士
ｔ

逸

男

子

延 暦 寺 学 園比 叡 山

、 滋 賀 )

玉 栄埼

埼 王

杉浦  美幸 。永峰  弘子
(熊本・ 熊本信愛 女 学院 )

け
物

)

金   沢
(石

11

川
古谷  充峰・ 森  かおり
(福岡。九州国際大学付属 )

堀  哲子・ 奥村 亜紀代
(石 川。金 沢 向 陽 )

峰   弘 子
本・ 熊本信愛女学院 )

永

熊
熊 本 信 愛 女 学 院

(熊 本 )

岩 松  絵 理 子
(北北海道・ 旭 川 実 業 )

三宅  直子・ 島 田
(大分 。大  分  女

麻 子

子 )
子精  華 女

福 岡

李       務
(埼玉 。本 庄 第 一 )

閻  敏郎・ 泉  絵美
(富山・ 高  岡  女  子 )

旭  り|1  実  業
(1ヒ 」ヒ消,i首 )

井 川

(埼玉・埼

里 美
王  栄 )

石黒  広子・ 山重  直美
(北北海道・旭 チ|1 実 業 )

札 幌 静 修

〈南北海道 )

勝 島   梨 絵
(滋賀・延暦寺学園比叡山)

本多  志保・櫻井 亜希美
〈南北海道・札 幌 静 修 )

子高 岡  女
く 富 山

橋 本    純 子
(熊本・ 熊本信愛女学院 )

吉 田 奈 々子 。田井

(石川・金  沢  向
日 館学

＞

女

．リ

橋

東

本

く

子
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平成 8年度全国高等学校総合体育大会を顧みて

“かけぬけろ 夏 風をきれ 山梨で"の大会スローガンのもとに開催
されました「平成 8年度全国高等学校総合体育大会 高松宮 。高松宮妃賜
杯 第 47回全国高等学校バ ドミントン選手権大会」は、四方を緑なす山
・ 々に囲まれた「山の都」甲府市と「水と緑の町」竜王町で平成 8年 8月 1
_ 日から6日 まで、甲府市総合市民会館をメーン会場とし、小瀬スポーツ公
′ 園体育館、甲府商業高校体育館、竜王町北部町民体育館で開催され、各会
場とも若さ溢れる熱戦が展開され無事 8月 6日 に閉会式を終 rす ることが

出来ました。

大会開催に当たり、山梨県実行委員会、甲府市実行委員会、竜王町実行

v委員会はじめ、関係機関・ 団体の絶大なご支援、ご協力、ご指導を戴いた
賜物であることはもちろんのこと、公私ともご多忙の中大会運営に携わっ

て戴いた県外・ 県内一般役員各位並びに他種目の競技役員・補助員を兼務

し、一人一役どころか 《一人 2役・ 3役》を担い、それぞれの持ち場で枯

極的にその役割をはたしてくれた地元教職員の皆さんや高校生諸君の献身

的な取 り組みがあったからこその成果であり、心より深く感謝申し上げま

すとともに、厚 く御礼申し上げます。

大会期間中は、晴天に恵まれ甲府盆地独得の暑さの中での厳しい戦いと

なったにもかかわらず、高校生らしくコー ト狭 しとばかりに躍動する選手

の姿や、平素の練習で鍛えられた体力と精神力の高いレベルでのプレーは、

私たちバ ドミントン関係者ばかりでなく、県内外の人に素晴らしい感動を

与えてくれ、これまでの苦労が報いられた感じが致 しました。

私たちもこの感動を大切にし、教育の一環としての高校スポーツが益々

嗜んになり人格形成に大きな役割をもつ中で、世界のバドミントンの檜舞
ヽムで活躍 してくれる選手が一人でも多く出現 してくれることを心より期待

. しております。
最後になりましたが、次年度「風にのれ 君の声援 君の汗」の大会ス

・ ローガンのもとで開かれる「京都 高校総体」のご成功をお祈り申し上げ
ますとともに、全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部の益々の発展と

関係各位のご健勝とご繁栄をお祈り申し上げ、大会のご報告とさせていた

だきます。

山梨県高等学校体育連盟
バ ド ミン トン専 門 部

委 員 長  保 坂 和 也
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